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第1蓄を 調査研究のねらいと構造
、
全I~~宵附究所通盟の大河附究の一明1として，本研究所が唱和:'3年 1 月に新潟・商越
・:l{lJI'加出の4地区で行なった迅MJ.自価値観調査は塙 1次調査であり，昭和お年1'J月に
長t(J・柏崎・新神:・村上・栃尾・ u'i江作・港・?1T鳴の8地区.で行なった道徳的価値説調査
は第B次調査である。との研究組聾は，節2次道徳的骨髄観劇査の結果を分析して，それ
に考療を加えたものであゐが ， まずはじめに J 部!査研究のねらいと締泣~明らかにしてお
く必要がめるであろう.と乙ろで p 第2伐道徳的価値臨調読は，第1次調賓と管mな関i虫
をもっているので，第問調査のねらいと構造を述べるに先だち a第川調査のあらまし
合記し，それとの悶鴻にゐ・いて，第3i'Xの調査がどんなねらいをもったものであるか， t!
査機治はどの上うになっているか，結民の分析をどのようにしたかを順次明らかにしてい
きたいと思う.
第1節 第1次道徳的価値観調査のねらいと構造および結果
1 調査のねらい
よく現代ω人々，特に若い人々は個人主撃的であるとか， %13己的であるとかいわ札る
が，亡の調査のねらいは，個人的価値(主として自己自身の態度に関すゐもの〉と，社会
的価畦〈主として他人ぞ社会に対する態度に関するちの〉を対比させた場合，多くめ人々
はそちいずれを重んずるか ， 児童生徒 ・ 父母・~師の間にず九があるか，地践ぞ年齢平生
)11j"専によって差がみられるかなどを明らかにしようとしたものである.
回 1，_ 
会調査 構 造
正1)調査問題はp全菌戦育研究所・連盟共問研究委員会で p金重量一俸のものを作成し，
れを用いて各都道府県教寄研究所が令闘いっせいに調去を実摘したものである。乙の:
とtJ:;第5次調査の会場合志同様である。
(2'調査問題は，づぎに示す問題 (1)によってわかるように，児童生徒が日常皇室ふ
もよさな具体的生活場面をとりが九個人的価価と社会的信柄のかっとう場面J
iし可るの中lt含まれる 4つの磁倒的行為の滋択J技のいずれか 1つを被議査者が選択す占
ようにな?ている。
【問題 1 ) 
田中さんは~ .PSじdんの家に遊びに行乙うと思iって，パスを待っていまL左.す
ると，:tそのおばさんが，荷物を日中さんの足もとにおいて/Iちょっとお濃いし
ます。 Jと言って 3ζちらで遺事もしないうちに，どとかへ行ってLまいました.
4やがてバ不が，:0/.;ましたが，おばさんはまだもど勺て来ません。あなたが田中さんだ
ったら 3つぎのどれにしますか。
1 いくらおそくなっヲごも，おばさんがもと勺てくるまで，荷物を耳ていてあげ宥.
2 ワぎのパスまでは待っていてめげる。それでも ，もどって来なかっえとら，荷物志
宝
c 
Jそのままにしてパスにのる。 i ( 
3 時溜までにもどらまいのはおばさんが患いのだから， ~荷物をそのままにしてバス
にのる。
4 ひきうけるやくそくをしたわけではないから，荷物をそのままiこして六スにの
る。
むの問題_(l)は，自由という個人的価値と貸缶.とい1寺社会的価値を対比させて作った
問題で，選択肢の3と2が費怪という社会的価値の肢であり，選択肢の8と4が自由とい
う個人的価値の肢である。したがって選択技の、1か2izOをつけたものは，自由という
個人的細値£りも官・1任という社会治価値をう重んずるもの・ 選択肢の8が4にOをつけた
ものはy反対に費二佳という社会的価値よりもp自由という個人的価値を重んずるものとみを
すわけである。
(3)調査問題は全部で20開題であって 3個人的価橋と社会釣価値の組合せはつぎのよラ
になってしーる.
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C 4 )調査対象は新潟・西越・相川・加茂の4地区， H治‘校の小・中・高等学校の児
童生徒20.g1名，父母 19)0名，教師353名で，誠査実施の時期は昭和例年1月である。
~ 果結査儲3 
(1)個人的価値と社会的価値を対比させた場合，教師はどちらかといえば社会的価値よ
りも個人的価値を重んずる傾向があるのに刻し，児草生徒と父母の両者は 3偲人的価値
よりもuしろ社会的価値を窓んずる傾向伊ある。
C 2，)児常生徒・父母・数日Iliの三者・をさらにとまかく比較検副'してみると，中学訟 1年以
下の児常生1えは，どちらかといえば父侍の傾向に類似し，中学校3年以上の児蛍生徒
';f，どちらかといえば教師の傾向と類似している.
( ~r) 地i戒別にみると，農村的な色彩の濃い地域ほど社会的価値を霊んずるものが多く，
部rD化の程度が進むにしたがって，社会的価他よりも個人的価値を重んずるものがしだ
いに増大する.
(生)男女別では，児童生徒・父母:および教師の三者を通じて，個人的価値を重んずるも
のは女子よりも男子に多く p 社会的価値を重んずるものは 9民対に男子よりもk子に多
い。
(fj)学年別にみると，学年の進むにつれて p個人的価値を竜んずるものがしだいに増大
するとか， 社会的価値を豆んずるものがbだいに増大するとかは必らずしもいえない.
-3+ 
急調査問題の構:捻
{"'l )基本態1 度
第・ :n~足課査は，t J寓言語之実践の両国にわたる 2段構えの調査・巴あり ，とくにその閣のず
れをふ。ょうとするのであるから，同調設定.場面t:i:人間関係を明らかにしうるエうな真体
的念品活務国である乙とを必嘆とするー
つぎに意識ξ案践が一致しがたいという乞とほ，現実の生活場面はおいては道徳的巧
鶏の選抗が，EZ議、どおりにいかない諾象件があるからであって，その条件の重要なものの
Zつは人々を支臨している価指観t::，新!日とか民主的・ 非民主的とかいうような対立が
あるというととにほかならないι思われる。とすれば，問題設?の場面はそうした対立
の見られる今日的なものにとらをければならない.
心2)曾成の宇崎
前述の基本態度で問題作成にとりかかったが，手Mriとしてつぎのよ占左考え方をし
た。
〈イラl 問題設定D分野を家庭，学校，社会の3っとずる。
(~ )各分野にわたり「民主的生活態度を妨げzている主たる裏囚は何かJを考えて，つぎ
のような問題作成のための梗点をさのた。
。“家持では 「家J本位『の傾向のあtゐとと一一家庭生活にb、ぃτ，正しく個人を尊重
するととがどの程度重:んじられているか.
h) 学校では自己本位φ差別観ぞ，あAやまった立身出世主義の傾向のある会ζと一一学
校生活において.Jiいの人格を尊重しつつ協力していく乙とがどの程度重んじられてい
もか.
03 :社会では利己主義やさまざま志偏見の傾向のある℃と一一社会生活にあヤてs人
間平等やλ権尊重の観念がどの程度霊んじられているか。
ゃ、〉以上の視点に器き，問題作成にあたっては第I表のようを人間関掠の領域かち場商
をとるこιとし，そのおのお・のについても問題点をしぼり，予備調査の過程を経て， ，す
っきょ丈luO)t調査問題を作った.
--$-
委れiま;碍鞠場舶はよってか!走力構棉が議りているからである.し弘:t.，学年の進むにヴ
れ七百). しだい Iとは己を守 .~ t 向己の立場を1主張しようとする ζとが敬くなると同時に s
他歯また，向i情背と
Eヤ3ベく乙とはかなりlは4つきりみとめφ6ら1れ「比しる.訴しくは「道徳教育上の背街題と道徳指導の
実践記儀J(昭和33年7月初日新潟県立教'背教育研究所発行〉の14頁から制頁を参照さ
札たい。
段上が弗・1次選;徳的。価値蹴調査結農のどく大まかな袈約であって，現代における児童
生総 ・交旬:・教靭の過槙的価値観の一般的な傾向はある程度とらえ得たけ札左も ，どざ
いう娘5白ぞ棋拠f.!.!幸，，~てそきした価値視をもつのであるか，. また実18Eの場合e 果Lてそ
ういう狩勤を主るであろうかという点は明らかJZすゐιとができをかった.第2tK道徳
的1倒産観調査は主として乙れらの点を明らかにしようとしたも切である.
第2節 鯵2次滋徳的価値観調査の私らいと繕造
l'調衰のι私らい
日年|到(fj第2次選掠的制櫛親調査においては p 前回白調査ではじゅうぶんに明らかにし得
奇かった点、すなわち， (1.)価値縞を形成している意識の実態 Cどういう理由ないし綻
拠セそ古いう価償簡をも寸か>， (~)たんまる議議的在価値観でない実践的在価値観
そ契機初場令Jどう¥戸う行動をとるか〉を明らかにしようとねわった.とれによっ1て意識と
実践かず札をみるとともにJ そのずれを生せ・しめている社会的条件を，先輩生徒・父母 .ー
議臨む民応によlってさぐろうというのである。
揺撤来1もb道緒教脊lに亡関する毛調査5構存究は〉ともすると，児童生役の道徳意識(あるいは遺
稿的経値観Jを父母「や教師のそれと切り議接して調べたり，道徳意識を遺徳的実践 tおるい
は道徳的行動)から切り徹して調べたり・ある1いは道徳意識の一般的鰻向をとらえる乙と
に主ど:ま I))~~ その理由や根拠i乙までさかのぼっ1て調べるととを怠りがちであ今たように患
例似る.乙の第2・次道徳的価値観調査四目的は，こうした点を鵠ぃ，選結指導上の良品約
な"'F<~t~~弘となむ実証的資料を得ょうとするものである.
同 .t 4 白 1
?
?「
? ? ?
「???
?
第1表〈問題作成の領域〉
家|親 子一併のめり方
男 女一一見女の地枕
家 一一 家と個々人挺
学
校
問調 (7)
間期
問題 (8)
問題(9〉・ (lfl)
ただし，小学校5年 ・中学法 itmi査年には問題れのから (1.5)までの6つは謀さ主
治為った.
(14.) 
地 域一一地i捜にふ、ける人間のありJj
職 場 一-lIl'~拐における上下関係のあり方
公良生福一一公共の生活場面におけゐ人間のあり方
入間集団一一人間の平等
社
会
部→ー 師弟のあり方
人一一友人としてのあり方
女一一見女交際
同 一ー 集団のあり方
????
(3)鶴3主題賠の構成
〈イ〉名問題にはそれぞれつぎのよう悲観型に腐する 5つの選択肢があり，その中のiづ
(すでに述べたとの調査のねらいの第1の長を被調査者が選択するようになっている
訪れ ζのような形I~具体化されている) 0 選択肢の類型は
十豆本的に民主主奇的道徳の成長を妨げているとみられる考え万と行動。A 
大勢照応もしくは事大主義的〈ととなかれ主義s長いも@にまかれろ主義〉と言わB 
{LIる考え方と行動e
人間尊重の立場に立ち，人間的信頼感を基調とする考え方と行動。む、
民主的考え方・に通ずるものではあるが，やや公式的理論だItで割りきった考え方とD 
行動.
以土のいずれとも遭う打算的または逃接的恋いしは妥協的な考え方・と行動.
ただし・各関越の過択肢の"前序(J一一行〉は・上のA←-Eの附とはなって:tsらす
T毛
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第2表のようになっτいる。
惣恒久おな，壬れぞれの調査問題は〈悶 1)と〔問 2)の2段に分れており会 〔閥1)で
L繍噂翼|開1，:=:'1.- (問2)でほ実践 (行動〉を問う仕組み!となっfいる。(すでに述ぺた
l間選五官兜箆払らいの第2の点がιのよ:うな形ア具体化さ札ているわけである)0 
3調査対象と調査実施の時期
調盛期L釦並区乏 し~ヲぎり 8 地区を濡んだ。
U)J，新緯拙rx，.(新障策こ!.]~'， 期砕了直一I宇l 宅新津高3
(.2;司絵地区'ι巻ペI、，茨曾根品、，港中，茨曾根中，棒高金巻農商〉
明司樹培地PEC18尾1J¥J<上犠小，栃尾I;t.上1築中， 栃尾高J
('勾狩岳地区~ (村上4、，杓土申，村・占高.村よ桜ケJ主高3
を吟長|判拘Ø' C.l挺z.上ィ、，新i町小， ~中 ~ ';1ヒ中，長阿南，第ニ長p岡高，長問島県ャ
泉町商高。，長岡工高〉
cg3:抱締拙2f創出砂J¥~北条d、 ， 柏崎第二中 ， 北条中・柏i崎高，柏111，奇麗事，ii柏持荷
i私 é~伽む高，柏崎常務寄〉 ・
G門鞠動車区〈翫成，1"，中津中 a津筒高〉
刊宮崎江脅地区~直江津小，明治南d、， 直江津中。 ， 明治中 ， fiま江津高2
以上命沼地区(主4"君主校:jの小学校'5年生6部名s 中学校1年生GO;J迄， 中学校，3年
金6'85 ，名.J~' 帯翠学喪主年生1(~9含名， 父景ま'27~き名 p 教師主2宮~名 計ケ~47 名 !乏つhて調釜山
を :実旋風ドた@調査有課程3 とまかな内訳は滞 3表め 1 -イ lて示したと~りであるゐ 宅再お語専査.
I~問視3:3年].明1で突:雄Lた。
ー?一
r 
? 男 39 9(;) l' !l2 ]02 I !389 
第 3'表の 1 (小・・中学校地賊安IJ¥足立岳民:・支母)
山村部平村部町 部 lJ54f部 m. I 
一一一一一，__ -
i、とし2J81J竺1 1とI_~ピ
女 I 36 48 I 91) I ]04 I 287 1 
2えトーー ト一一一 i一一一|雫 1一一一一-1
計 1 77' l{)ol 2251 2151 623' 
すーけlf141去!と
第3表の2 〈小中学校の年代7]j父母 ・教師)
却代 30 伐 |却代 160 代 IJI・
-・・F司・・ー ・ー‘
父
男 6 1!l6 8.11 220 693 
時!?|寸引到すlfl
?
?? 356 2fi5 I 665 1285 
第3表わヌ〈学校段階別の弦師〉
小学校|中学校 !高校| 計
十五-1-τ石I19'1 Iーゴ~rコ五
か I167 I 58 Iー王子「つ;J
8 -
?
?
? ? ? 」 ? ? ? ? ? ? ?
?
?。?。?。?? ? ?
?
?
???
?
?
?????
? ? ?
?」
?
? ? ? ? ???? ???? ?? ???
? ?? ?? ?
??ー ?
?
??
????
?
? ? ?
?
??
??
??
? ?
?
?
?
?
? ????
?
…??
?
????
?? ? ? ?
? ? 〕
?
4 分析の角度と集計のLかた
(1)まず第1に.(悶 1)すなわち意議としてはどのような考え方を選ぶかを分析し，第
21E〔問2)すなわち実践としてはどのような行動を選ぶかを分析し，第3に〔悶1) 
すなわち怠識と〔問2)すなわち実銭の栂関関係はどのよフになっているかを分析し
(&)つぎに調査対象の矧別のしかた肥ついてであるが 2 第3衰の1-4によってもわか
るように，児常生徒:I;t.学年別〈ふ5・!争1・中 3・1萄2)I乏し，その中をさらに男女
別に集計した.さらに小・中学校の児童生徒については，地域別(山村部・平村部，町
恥都市部)に，古寺学校の生徒については，課程別〈全日制，定時制別にし，全日制
のホをさらにAとBに分け， A;ま普通 g農業"商業 4 工業・家庭のSつに， Bは総合
普通職業の3つに分けた〉に集計した。
4、.中学校の父母，之ついては性別，地主君;}ij(児童生殺の場合と同じ〉お主び主代JJ(
(30:t代.40.} t'¥. 50才代〉に a高等学校の父母については性別.課程別〈生徒の場合
と同じ〉に集計した.
.-~-
教師については，性別，学校段階別(.!j、学校・同苧私，主唱竿私)~こ集計し ・ き
に小・中学校の教師は年代別 (2()才代.RQ才代.40才代，50才代)に，高等学校
は課題別〈生徒の場合と同じ〉に集計した。
(3)以上のように分析・集計した結果を第竺章から第41詮にわたり，調査問題どと
しく示してある。また全国集計め結架と比較して，本県の特徴的な傾向をとらえようとa
試み，埼玉県および東京都の集許持果との比較も示しておいた。統計学上の段密:tt.牽珠
での比政は不可能であるが，だいたいの傾向を比較するととは可官官であり ，また.主主L
によって本県の特色をより的確に把握できるのではないかと考えたからである。
(4)なお，統計的な大数処理の:白・2きだけでは，止e.うしても，ひとりひとりの守乎.どもた宅
が全調査問題を通してどのような全体的イ伺噴!向匂を示しているかが見失われがちである@3 
で.さいどに個人ごとのプロフィ-)レを杭いてみた。そして，そり山かち典型的在韻匂
を示していると思われる児童生徒26名〈巻小6年1J名，巻中 2年S名，巻:需3尋8若)
を:霊んで・事例研究的に伍盛観の形成萎菌苧背景をつっとんで調べてみた。その結果は
第 6i1にの-合である。
5 蹄遊結果の見方
( t ) 調査結束は，穿'.\2~から第 4 宣言にかけては家庭・学校 ・ 社会の分野別に問題ど主!こ
示 し・ 都 51詩で金問題を過して調査結果の総括をした。ぞとで・ ~2~から第4章容を
の分野別，問臨ごとの調査結果の見方であるが・調査結果はゐ肝柑集計の過程l三郎じて
できるだけ容館的IC記述してあるので 2 まず各節のはじめにj掲げてある「調査問題jI~ 
回を通し，つぎに「調査結果Jの第1顎の 「児帝生徒・父母 ・教師の比較」を読み終っ
たならば，いきなり，さいとの「調査結果の考銭jのととろへ進んだほうがよいであろ
う。そして，各正当の興味と必要に応じて，r調査結果」の第2割以下の分析的結果に自
を迫していくのである。
きをた，翻脅結果のアウトラインをまず明摂してから・とまかい調査結果にあたってい
とうとずるものは，第5章の 「調査結果の総括Jにまず自をjmし，つぎに上記の阪序で
錦 21誌から第4l宮にあた勺ていかれて もよt.')o
-lO -
〈!
く:
( 2) 第 4 哀がーら~35表までの表の宇の数字はすべて百台率である、
ロ3各潤世問題どどの 「調膏結果;:Jのあとに 「調査結果の考察Jを加えてあるが，それ
j;l..まず第lに調査研究上の立場から若干の考察を加えて，今捧さらにつっ とんで研尭
すべき間寝泊所釈を示し，第宮に揖噂 |亡の立場から各選択肢どとに考察を加えてa道徳
佳導上の払官点を指摘してある。研究上の立場からの考察は，謂査結果に援問を発し・
3監の立場みるそれを吟味ιしていくというやり方をとっているし，また指導上の立場から
む考擦も，設計的な大教処理の結果!之さEく一銭的なもので，具体的な個々の事例にびっ
をりあ‘てはまるようなものではない・しかし・ 乙れを1つの手がかりとして， 各自が調
査結果iζ対して具体的考柊を加えて結論を打ち出していくならば，道徳指導上の有力な
指針・が得ぢれるであろう.
、
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家庭飽矯J問題i!こ対す語道!徳的
価値観の実態;とその考察
議824意
i 1
???
&F鮪官接語n.'δ鎮め r~重村社長与tの遁鴻の翼態とi自総投育」ニのl河楓札J ，c昭和初停SE1
1ゆ申-で，われわ，れfdi棋がj社会における翼民燦遜徳は単なる「下議j忠商係の遺fituで!，;t吸え1
R霊界的家公長的家族制障に根lぎした r家捌~Ul，実のお払u と名づけた|まうががかたÜ，:T'~ l!f;
之を掃埼Lたσ ぞれほ何よりも池袋から硯忍~現在か込未来へ連続的!と縦糸さるぺ:き
「号事Jf中心としaF室長J.~字おけるそ札ぞれの身分間芯じた行動揺{障を要求する遊態把私
右、。腿端にいえlf'モれは一家父長の締成への恭)1関与道施:すおり，親に対寸志乎め服礎的:謹1
• 
徳ヤあり!?長幼の序を守る悶脆閉め逝徳であり s 男帯k4{的観危を前舵オ奇萎6従属色
=女性‘の』智、槌.~しいな;盆様、百itヰ齢制こ犠っているといゑるであめれその根樹立親子~ 思量5 ・
を謀略どしたもの、でJぬってi生ならず，兄制fi抹の恋愛も-暴男"のiド長官脱却'/JtιLたものdであ
うてならない6 また ， 夫照的荊!合も:宋の~b~と喪の忍:従を恭，院と:したもaのむあつを君子らぎ
いえ'Jdまいきま唱も君主いる現代民主主』議羽:舎の;員長;勝道徳:1ま"{iすよりもますF・3Ef，会の91号令官;的
平等色鮮線員個々のみ絡の尊厳，を確認した上も =たがいl羽目協力する~とと?を骨付れは冷地
帯，家族4苦肉体的秩序も:家族民細々の同時之人称め尊厳を傷つげるtζ と;なしl之・陸委h塁手:捺
[世援時間とてコつまれJ売'Û'，からの協jJとLて実現されな:げ牝ぱ屯ち悲し~'ïJ~ちI\_'.Y.);~~
:ε の講では，寸で院述べた'ように家躍生活1::%:1'する考え方ぞ行動I~r家J水位P蜘許;φ
db洛ζ 主ーを調査A民税ιし""(.家路tzおける親芋の在り方、興会の地位，>r'室長Jl個タλ;，@
関i噂~主りあtj~・現代たおけ争児茸&経・J焚倒喝よぴ暫師ばいか吾、争調倍誤価値観をもB
~いるか，意τ融て樗え:9;)と実戦~ (行:勤I)，の聞にEりまるまず(r..桝Jあおか"関与ミ阿輩銭
綻・3k;属都市~~あかつでもあ関東段階や学年Jとより " あるi:~ )ぼ場域や年内庁;男おむ開'I拝~. 
~$'.c:li.って"告白語道徳的価-fifi';観ーにとPような違いがあおか2 全国謀計・ 自の結果生比較;し主ギ康的
t絡協的金事用向ほどーの本う恋点I~あおかな訟をみて ・ 野千舟考擦を1Jr1えでし3qEまにす:ふ
弔問{
???
??
??
銀1節親子のあ !J，守につ」いて
1舗1縫問題(1)
[リ 吉田恕.~擦で!t. ちかどろ:tBとうさんがをどうしたわけ渉晦碍えとや
でみき1.んにしています?φ とうしたととからs まんとなく家中がt雇く沿っ!てしまい
毒したので、吉岡宮はどうしょうかととま φ ています。
〔期J) ζんな場合いろいろ;ま?考え方があるのですが，換の中で，たとえ実行はでき去
く宏、も，いちばんょいと思るのもを一つだけ選んで，その審号を Oでか乙んでくださ
I おとうさん心気分を胸るくするために・みんなできるだけほがらかにする守
2 ζどもIt親のことにでコいてa とぞかくいわ怠いほうがよいから，おをうきんをそ
うとしてお<_
33語K(D(，改かの人たものよウ・すを見てから，自分の態度をきめる。
4 自身lこは分ら泣いと&だるうしv いつかおとうさんのきけんが官るととだろうか
ら，それまでだまっている。
3およささんひとりでふざぎとんぞい存のはよくをいから.Ii:5と うさんにわげを話
bてくれあょう伝言う。
〔路島〕 とιろで向分せよいと思勺たとおりにはa なかさとか伝えまいものです。あなた
j~~にんま場和室僚にほどのよう 'cü勤します治九一つだけ選んで， そむ番号を次の
1 
ロ1周期に審いてください，
' 
2 調 室主結果
( 1.) 児童生徒父母 ・歓留の比較〈策1図の 1-6)
(千うまザ， (問1)すな段ち意識についてみると，各賠を沼じて最も多く混lまれでいる
φ争議採膝5(D) ~の 「お主うさんひ之りでふきげんでいるのはよくないから a おとう
さゐI~わけを話してくれゐょう 1;:言う。 j といる考犬方である。しかも a 乙の考え方を
ji~も知、iト丘、 õ .刈-11 .中3・高 2主主学年が進かにつれてしだいに増大し，特に中
1 から~þ::3 および仁~I 8から高足にかけ吃惜飛躍的に増大しており，そLてて父母はどもら
--13 -:-
4 
かといえば小・中学生に類骸し，教師はどちらかといえば高校!J.に類似している。
(ロ〉 下人間尊重の立場iz立ち，人間的信頼感を基調とする考え方」と想定して作ヲた駕
択肢1 (0)の「おとうさんの気分を明るくするために，みんなできるだけ陪がらかに
する。」という考え方を選ぶものは比較的少なく s しかか ζれを選ぶものは..tj、5・
中1・中3・高 2と学年の進むにつれてs しだいに減少していく傾向がはっきりとみら
れる。
• 
〈ハ〉つぎに{問 2)すなは弘実践についてみると，手干明とも(悶1)の意識の場告と問
機に選択肢5(D)，の行動をとるとするものが最も多く ，特に教師にaおいては同だって
多い。ただし s 中1においては選択肢1(C)の行動をとるというもののほうがむしう
多くなっているのが注目される。
〈ニ)(問1)の意識としては選択肢-2CA)・3(B) ・4 (E)の考え方を選ぶもの
はそんなに多くはなかったが， 【苛2)の実践においては乙のような行動をとるとす毛
ものが各隠ともかなり唱大しているととが注目される.すなはち，選択肢2C1.)む
「とど もは親の乙とについてと平かくいわないほつがよいから，おとうさをそっとして
おく。」とか句選択肢、3 (.B)のr家のほかの人たちのようすを見てから s自分の態度
をさめる‘ jとか，選択肢4， (E)の「自分にはわからないととだろうし，いつかおと
うさんのきげんがなおるをろうから，それまでだまっている。 Jとかいう行動をとると
するものがかなサ明大しているのである。
〈ホ〉さいどに〔問1)すなはち意識と C問2)すなはち実践のずれにつしタてみると， .IJ、
0・中 1・中 3・高2と学年が進むにつれてs しだいにそのずれが顕著になっていく傾
向がはっきりみられる。つまり，寄学年ほど怠識と実践の問に大きな断層が容在するの
であるが，特に選択肢δ(D)の考え方と行動のずれは目だって大きく s 中3および高
2のそれはひときわ目だっている.
〈へ〉以上が児窓生徒・父母・教師の比較にみられる大まかな結果であるが，それ去らば
全国集計の結果と比較してみて本県はどのような特徴的傾向を示しているであろうか.
また，同じぐ児荒生徒・父母・教師て・あってb・見ム・の性別 ・地蛾別・年代別・学法哉
← l，~ ~ 
x 
潜別容によって若がないかどうかを閥次みいくととにする。
第1位lの1(小5) 第 lt到の 2(rI11) 第 11'(1の3(r!la)
幅一念麟 ー・・愈 制 圃圃圃 1ま?彼
一ー一 実践 60 一一一 笑践 601 一一ー袋段
50 60 
4.0 • 40 
30 30 30 
20 .20 ~O 
L LO 10 
。 。 。
手a1 2 a 4 6 号， 1 2 S 4 島 ~å 1 
C A s E D o A B E D 。
第1閣の 4C高話〉 第1図のら〈父母) 第 1 1'~1 の 6 (数日lti)
田園田重量 織
601 - ~ a 
帽圃圃 望玄鼠
601 -一ー 袋~
圃圃踊 11穂
601 -~降
50 60 dO 
4() .() 4り
品。 !10 30 
20 
10 
4 d 
E D 
?
」?
??
A-s 包ー三J
。
手， 1 
o A 
(2) 全国&の比較 (第盛衰の1) 
【イ)まず児童生徒についてみると，選択肢:5(1))の 「おとうさんひとりでふさげでい
るのはよく左いから，おとうさんにわけを話してくれるように言うo Jという考え方と
- 1); _' @ 
行動を選ぶもの，および選択肢1 (0)の「おとうさんの気分を明るくするためにみん
なできる百時ほ1がらかにする。Jという考え方と行動を選ぶものが全国に比べて少!な
く，選択肢竺 (A)の「乙どもは親のζとについて，とぞかくいわないほうがよいか
ら，おとうさんをそっとしておく o Jとかよ 湾択肢:3(B)の「家のほかの人たちのよ
うすを見てから，自分の態度をきぬる。 Jとか，選択肢-1(E)の「向分には分らない
ととだろうし aいつかおとうさんのきげんが市るだろうから，それまでだまっている」
とかいうイ考え方と行動を選ぶものは反対に本県が多く在っていゐ ζとが注目される。
(u)つぎに父母についてみると ，児誕住絞の掛合と同じぐ，選択肢1(0) ~t> 5 CD) 
を選ぶものは意識と実践の雨1mにわたってs本県が少なく場選択肢2 (A) 平.~ (R) 
叩.tCljj)を選ぶものは意識と実践のl柑砲にわたり.*県が多い。
。っさいどに故Hrfsについてみると，合同の傾向とほとんど同じであり ，選択肢1)(D) 
の「岩とうさんひとりでふきげんでいるのはよくないをら，むとうさんにわけを話して
くれるように言うoJとの行動を退u-:;ものは，むしろ本県のほうが多くなっている e
(3) 男女の比較 C第4表の 1) 
てイ〉まずJ尼章生徒についてみると，小5‘中工ではs淑択設5 (D)の「おとうさんひ
とりでふきげんでいるのはよくないから，おとうさんにわけを話してくれるように・言
う。 Jという考え方を選ぶものは男に多いのに却し.Ljf 3 ・ f;~ !!では逝j~女に多く，そ
の.普もIJ、5・中 1に比べて比較的大きい乙とと，議択肢5(D) (J);fj:識と実践のずれ
は，小 5 ・中 1 においては男が~Jr者であるのに対し， 中 3 ・ íf'J 2 では逆!と立に日11若であ
る.
( rJ)っき・に父母についてみると・j却そ肢・5 ( D) を選ぶものは， 意識と~践の附面にわ
たって女に多いζと，選択肢4CO)の「自分には分らないととだろうし 3 いつかおと
うさんのきげんが直るだろうから，それまでだまっている。」 を涜ぶものは，逆に男に
多し1・
(ハ〉さいどに教怖についてみるとsほとんど差がみられ念いが潟択肢o(D)の意識と
実践のずれは男にやや顕著である.
一11l-
封~4~の 1 (児蛍生徒 ・父母 ・鞍師〉
10 I lo' 8 I 13 I 10I ](j; 41 ~，1 
ー 一一一一一一一ー ・ー一一一一-1一
11 I J5 I 1tI 1δ!) I l7 I 3-t 20 
一 一 一 一 一 ー
五 JI' 
:';3 32 10 15 9 14 17 ! 88 22 
知 1341281ω1 1~ I s!日 I7 司可2F
一
})J 129竺 15 と民14 8 ]6 4.() 28 中:
女 281 20 14 1I 15 5 13 ;39 笠T
一 一 一 lF ぉ I-;-~一 一 一 一出- ~9 31 7 1β 4..() 25 一
史民133 30 7 I ]J5 I 81 1~ I Ii 13 f 48 2~ 
見 123 2:.1 三~ 10 16 I 11 中 一一 一 一 一
k 24 勾 s ] ~ 8 18 6 15 54 i目dd" 
一 一 ー』 一一 一一 ト一 一
昔1・ 23 21 9 16 9 17 S 1'7 50 !3G I 
一 j‘ . 
全凶t!l7 1釘 I6 叫 611515 12156 < 32 
見 22 19 6 16 13 62 :H 
高 一一一
女 23 23 7 14 3 12 17 63 :3J1 
一司百F9 叫 4I 16 1 6334 一 ~・î6f3l 凶 1 67 1 34 1
男 34 努7 10. J:o. 'Oc 10 8 13 4.2 40 I 
父 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 2'7 2D 8 10 3 6 ケ 11 51 ~9 
一 一 一 一 一 一
母 計
31 25 9 10 3 8 7 12 4tJ 44 
全嗣]33126191913[71 3 47 
見 1:3' 10 3 4 14 I '70 o6 
教 一一 1-ー一 旬』白・-1 -ー
k 118 116 1 9 9 I 2 I 2 4 巴1360 司-;-I~
師
計 18I 16 I 6 58 
i全国1 )~12~ 1. 7~J 41 4110 71. 55 
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(4) 飽犠別・課程耳IJ児童生徒の比較〈第4去の幻
〈イ〕まず地域別にみると s 選択肢る(む〕 の「公式論的J考え方を選ぶもの
目だって多く，その重工識と実践のずれも手村部において披も顕著であり，山村部 ・
部がζれについで顕者にを勺ている。
〈ロ〉つぎに課程別にみると， 畏択肢5(D)を京ぶものは意識と実践の荷直l三わたっ
定時制に多い乙と，意識と実践の子れは全日制に顕著である ζと，全日制Jの中をとま
くみると ，総合 ・普通・職業の見Ijではほとんど託がみられないが， 普通農業ι蕗業・
工業・家峰の別にみあと，選択肢行 {D)の考え方を選ぶものは工業課碍に目だつで
いζと，その意識と実践のずれも，工業部躍において最も顕著である ζと走ど
れる。
第 4表の1C児童生徒〉
|快下快村ξぞ寸寸「1hし1-0ト一→ナ:C/e 
( 1 )jc2 cl1 )!c幻 K1川 〉IC1わ
• 
小五回初'l.71 9 1 17 口 2219 113 141 I 21 
山 一一一一一}一一一一一一一一一一一一一一村中ニ 27~1 2とことこ三12~l竺
部
中ご 1.8 8~ 10 ~ 15 ~.t 4 11 1>8 26 
い一一一 _ー._一一一一一言十 24 30 16 1ヰ J4. ro 7 u 4-1 d時~V打
小五 23 26 G 14 8 8 9 21 )4 29 
平 一一一一一一一一一一Itー 32 25 l 1l 16 匂 6 部 45 10 
村 一1-一一一一一一 一
部
中二 21 21 5 。、 § 2u 6<3 :7 
一 -ー ・ー4
26 25 1 4 11 1 9 10 7 22 5411
出
Tj 
48 86 113 16 1 13 16 24 
一一一
26 32 I {) 14111 11 I 8 12 4~ 
一一一一 一一27 20 I 10 ~4 I 11 19 I 7 1.8 45 I !l5 
一一一一一一 一一32 30 111 16 112 15 I B 14 38 I ~5 
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。) 地域別・年代別・諜程別記母の比較〈第4表的 3)
〈イ)まず地域別にみると，選民肢5 (D)の「会式論的」な考え方と行動のずれが，山
村部で最も顕著であるとと・選兵肢4.(E Jの「円分には分らないととだろう し・ いつ
かtJとうさんの気げんが直るだろうから e それまでだまっている cJというものがa 山
村部 1部市郎に比較均多いととなどが指摘される。
fロ〉つがに年代別にみると. 80代.40代でほ選Wf伎r;(D)の説的より史肢が少なく
なっているそに対し. :50 代では;t:~Jと必践が多くなっている。 また， ε0代， 4.0代・50代
ど年!tが、Qi;むにつれて， )お択3まら (D)および1(0)の行動を巡ぷもめが・しだいに
明大していることが肘rJ~されあの
(ハ)さいどに課程別itみると，j芯宜沢A払1<.5(D)を3夕b
tわコたつて1寓草|附凶時:'1引制1怖li川u山1仁こ多く'選択.j支1 (0) を~.~~もりは ei並l~全日 llilH~多い乙と・全日制
の中では・諸沢j庇!j(D) を出ふものが降五福~芯l之最も多いととたどがJhl尚三れる.
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( 6)学設践階別・年代別・課程別教師の比較〈第4表の 4)
〈イ〉まず学校段階別にみると。 選択肢5 (D)の「公式論拍J考え方と行動を選ぶもの
， 
は，小・ 中学校1:比較的多く s高校では，選択肢1(C)の考え方と行動を選ぶものが
比較的多い。
(ロ〉 つぎに年代別にみると，40代以上では，議択肢δ(D)の諸'.識が実践より多'くな
っているのに対し， 50代では，逆に実肢のほうが多くなっている乙と，選択肢δ(D)
の;意識と実践のずれは，21)代が長も蹴.若で， 30代・ 40代・ 50代と年代が進むにつれ
-20-
て ， し泣い~r:縮少して，い:高巳と念どがす百識されるe
か勺き11~.t.'I:.鵡模別にみると，選択肢 Õ ' CD)を選ぶも仰は，意識と実践の両面にわた
当主C定問凶に目だって多いこと，全日flHの中では農業・繭業の課程に，また総合・器エ遜
・『齢誌のl'lIJでは，総合課程に選択肢1)CD)を選ぶものが比較的多い‘乙乏などが持謝さ
第4衰の4， C教関〉
主答 1-01山|叫 4-EI 5.L...D 
a~l(l)rω |川匂 1(1) fC~) I (咋的州
小学校 1叫171 2 1 7 I 1I 2I 4 12 I 70I 57
中学校い71日1p[121112141泊170159 
間学校いけれ11[14 ] :'0 11 I 6 ]IO157147 
2 0. {~I 誌 | 且 J O 出[3 1 6 1 4r l~ I叶砧
S . O 代~紛 I 5.1 9 11 r 1 I 6 [ 11[ 65152 
，jo.叶 141101 4 1~1三L:J 益 1 )，3 [ 7，5l' 6
5 0.代 121 I 7 I3 1 :3I 0 I~I 7 1 7r 461 76
普|判27'I !_~__ ~ I 3 1]2 1 2f?1 Bi部
目則前|田17.8 I 0いI5 1;[/区 151
会 :ハ商|沈 12~I .$却11I 2 1O13 r 54 1，f)O 1 
ーとェI~6 117 I 2I 21 I 0 It I })118 I 4~I 42 
計~L291221111叶oI 2 I8 }18]ぉ1lG
f~iJ 周総1417 I G12 I 1。凶9im|む
官普13:tI ~7 I 8.， 1 17 と13 1 121~o 必 1 .28
v 
戦I~8120 ' [羽 I.13 I Q1 1 I 5 I“154 Iδ0
定問|臼]17I ，5' '1o I 2 I沼I]QI 2~ [ 71 Iぬ
意識と察践の相関関揮に鰐:)~Mの! -HJ 
出11:1土〔制d1 J すなわ~滋識と(lIJJ2 Jすなわち笑践を別にして，それぞれφ}般的傾
-21 _. 
|勾および両者のずれを大ざっぱにみたにすぎ念いちのであって:t)岳識と実践の一致，不帽
棋の相互関係は厳密にいえば以上によッてはわからない。制査結来のさいどのしめくくり
として・ ζの点を児童生徒・父母・教師の三患にわたりみていくととにする。
〈イ〉まず児窓生徒についてみると・小Sでは D-C型・すなわち，必識として
股5 (D)のri.;;とうさんひとりでふきげんでいるのはよくないから・おとうさんにt
けを話してく礼るように言う。 Jを浪び，実践では，越択茂1 (C)の「おとうさん¢
気分を明るくするために，みんなできるだけほがらかにする。Ja"選ぶものが最も多
く・ 17%で第1位を占め. D-D型〈意識も実践もとちに選択肢1)(D)を選ぶ
の〉は14%で第2位となっているのに対し， 中1・中8・高2では D-D型が最も
多くで第1位を占め，しかも，それは学年の滋むにつれてしだいに増人していると
注目さ札る〈中 1 が15 . 中 3 が 17. 商 2が ~4%) 。
また， 各学年とも D- B型・ D-A型 ・D- E型.O-A型・ C-B型・
o -~裂の意識としては民主的在考え方を還びながら，実践としては非民主的と患わ
れる行動を選ぶものを合計すると，かなりの数になるとと，総体的に怠識と実議
致加が，ー三n~~よりもはるかに多い乙となどが柱同される。
〈ロ〕つぎに父母についてみると，最も多いのは n-n~で2-5%. D- C型 ・c-
D型がとれについで多いが. D-A型・D-B型 .D- E型等もかなりみられ，
総体前lz議議と実践の不一致型が一政型よりも庄~IñSに多い.
ゃっ さいどに教帽についてみると. D-D型が圧倒的に多くて日%を占め.D-'O 
型 .0-0型がとれについでいるが，教師にあ‘いても， D-.A型やD-D型等が多9
みられる.なお・教師凶息室生徒や父母の場合と異なり，意識と実践の一致型が不
型より多くなっている乙とが注目される。 (一致型64%・不一致王監部%)。
【注】意識と実践の相関契係を示した鯨5衰の1-6の対角線とのゴジヲグ体の数
は・意識と実践が一致するもの，他は一致しないものの%である。阻下すベ
問じ.
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• 第汚去の 2
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、立 論
3 鶴査結果の考察 flJ 
(1)以b 前査結果をいろhろな角度から分析t悦示してきたがpどくl大まかに鞠M5
ると，現代社会の多くの人々はa抑査問腿 (1)白ようなl:Vij町においては， rおとうL~ 
んひとりぜふきげんでいるのはよえないから s おとうさんにわけ閲してくれるようiカ
需う。 Jとが， rおとう さんの気分を切る くするためにe みんなでできるだけ I'~;~.~~f .~ 
にする。」という符え方と行動をお・1印有I~品事価値向いものとしている lと時i守稔づけ信
ぁ。 ζの点からドえば，とのi;のはじめに腿示したわれわれの利恋仮説は一応苦手指さ
たもののようにみられる。
(~)しかし，われわれは・乙の航査結以についてもうー捗つっこんだl吟械を加えてぶ
ととが必蕊なのではある事いか。 ζ札に 1つの手がかりを与えて《れるのが， (1開3
の実j践においては， A.B Ji}今どの閃習的，司王大主織的，あるいは過日:n市と思
れる行部j世帯ぶものがs各!荷ともかなり多く稔っているという市突である。
( B) ;jらに，管えるべきととは，あとで押しく述べるつもりである1がa この調査結探l
〔間宮〕が・ ~I践そのもの，行動そのものを示しているものでは悲いというととで
る" (問2)で問うているものはs あえまでも広い溜I!J:での溜臓に属すξiもので，あ
て， }~.定の実践そのもの，実|設の行動そのものではない。したがって，乙のような明
都宮に現知亡i問問した場合にbいては，との制輩、の(1珂2)の紡県よりもん .13' F~ 
の庁勤にかなり傾いていく志のもあると胡lilUーしてよいのではなかろうか。民主主義的ま
;脇道徳の成長をはばむ社会的s経済的，文化的諸条件がいまなおt星放く柑続しつづけ』
いるからであるs 飢次および筑26て道徳的価値観視制安から集った澄指徳噂の東側
銀ω中にも ，とのような収をー渉一歩克服していった寅廷を記録おかき:りあった。
(4iいろいろ考えると，多肢誠艇の官聞紙法による乙の調蜜結果吋必ずし也腕部E1p般
に受げ取るととができず・担突の実践そのちの，実際の行動そのものにおいては，ぷ-
B rE等の価値観に支ilBさ，れていくものがかなりの数に遣するマゐろ うーと格制され石町
また，たとえQ やわなどの捻体的に民主主義的桁粧~íYGの持主吹きあうても . Jらの;どとかlま
A今n，Eさととの非民主的な喪薪をかなり温おしているものと。も忠われる。 ζれらを)f.
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闘しL:l命令と :とが身後1広?lJr~れ免研究課題と在るであろう。
{51 \づき~:'fに主ι して指蔀上の立場に立って君子の考察を如えてみる ととにする。
強1f，選択肢1CO)の「おとう さんの:気分を切るくするために，みんをできるだけ陸
部も事:~Iこずる。 J というようにB 家族の中り 1人の悩み，悲しみを家競争体の悩みや
議長tじみとして共に受けとめz 子どもは子どもなり に家路全体む関摺解tlclc関与して，実
Ic.MるベT主主きていζ うとする煮えぷと;行勃乙そ・ 3 調査問題作成のー場合 「人間尊重の立母
i吋どちp人間的信組感を恭翻とする考え方と行動」と想定レたとおり，家線生活lとおげ
る可最も望ましい行動態度であるといえるであろう。とこうが，乙うした替え万平行動を
結ぶ・ものは見渡生時a父母・教仰の三者を通じて第2位を占めているにすぎず，また小
5・tl:l，1・巾3・;寓2と学年が進むにつれて，しだいに減少していく傾向を示している
ゐ;とvが霊視されるのであるι とうした脅え万平行動はもっともっと助長発展さぜていく
主也苅必要なのではあるまいかaそして，ζうした指導は小5・中 1段階〈特に中 1段
階う1 でじゅうぶん司梢であり3 また最も期待されぞる.ζとが調査結果から判断されるe
(遁市 それならばき名癒を遇じて第u立を占めている選択肢5(1).)の「おと合さんひとり
略きげんでしョるのはよてお哨も，おとうさんにわけを請してくれるように言うJと
h当考え方νや行動化対してはどのように考えたらよいであろうか。 ζのような考え方平
行却はr会式論的」ななものであるというりがとの調査わ前提なのであるが， しかし.乙
が.ょうと考丸万と行動を意識と実践の両面にわたって一致して選ぶ D-D裂が教師に
圧樹的に多く・ 1尽J窓生《むについてみても小5・中1・中3・高2と学年が進むにつれ
そ‘しだいに増大してい〈傾向金穴!しでいる ζとからみて， ζのような考丈方や行動を
;踏み しも詰切実I~枕「公式論jとばかり は断じちれなLコように息むれるのである。との護
世併では 「ゐとき合んItわけを話し吃えれるようは言うυ 」というとζろで切れてい
ーあ「わけをきいてから 1，どラするかJが明らかにさ九ていないのであるが・おそら
ミl f6けをさい℃からJrぉιう芳んの気分を切るくするをめに， みんなできるだけ
1紛苦4らかにするJというような一連のイ〆-:;.を描いて，との選択誌に反応したものも
浴場:S4多いのでばあるまいか。もしそうであるとするをらばs それは議舷的・建設的を
- 25-
強欲と港捉l肢 1(0)のど?とき述骨~!;控を同時忙かねそをえているもので，最も望ましい行
動態度である1というととになるのであLる。しかし，それKもかかわらずs 亡の選択肢5
(D') の考え方と行動を選ぶものの中l~ ，かなり 「公式論的」要素をびめているであろ
うととも杏定しえないように思われる。しだかっ。て，とりょうをさ'え15と行動を選ぶ埋も
のに対しては'現誕ーの社会的s経帯的s文化的な詩書5件をしっかり見つめて，理想と事
実の調和点年行君主の指針金発見さぜていくような指導が~まれるのである。そして'L
うした指導は小5・中 1・中 3・高2と進むにうれτsしだいに?必要とされてくる ζと
が調査結果から判断さ!れる'，0
。7)つぎに選択肢'2 (A)のように・ r子どもは貌のζ とについて，とぞかくいわない
惇うがよいからJとか，った人の乙とに口出しすると「だまq て.:f.>-tLJといわ礼るのがお
ち症というような想自に基いて「おとうさんをそっとしてお<.jという考え方と行動
は，おとうさんがふきげんでいる源開が何であるかによって共体的には遣ってくる炉，
一殺的には明らかに寵大土義的要素むか恋り。強いものといえるであろう.そ乙で， とむ
ような考え方と行動を支持するものに対しては，それがL哨斗乙人間性を無視し走§ので
あるが，それによってはi おとうさんを救ってぞる ζとはできず，ひいては自己自身の
幸稿もありえない乙とを具体的は指導する ζとがたいせつであろう。そして，ζ うしを
指導は小・中・高を溜じてか者:り力者入れ在け(1"ぱまらないと調傘紘果から判断さ1れ
~ ， 
(8)また，選択綾3，(お)の 「老衰のほかの人たちのようすを見てから，自分の態度安きめ
る。」という考え方と行動ば 3 家旗みん在で話し合ってみて，おかあさんぞ兄さんぞ必
きんの主主皐もきさ，そのようすを見てから，総合的に判断して自分の態度をさめる主い
きようなζとで:あれJま・なんら問題はないのであるが，しかL・それにもかかわらずa
乙のよう念脅え方と行動を支持するらのは「人がするから-1.r人がするならJという
ようにつかに周胞の大勢に左右されてヤく傾向が，か.~り濃摩とみてよいのではあA重
いか。乙のような考え方ヤ行動を選ぶものに対しては，自己の主体性を確立していくよ
う指導していきたいる とうした指導も小・中・高をー通じて必要なととが諦寮結果に者さ
1 .明 26-
'i:k，~い態。
( 9)，き，おilL4選択朕4_C:fj)'，の「自分には分らない乙とだろうし，いつかおとうさんの
きげんが直る苛ろうから，宅れまでだま叫ている。 j という考え方と行動を選ぶものに
対してぽ，そのまきを考え方と行動がJ ¥>'一司かにさ|分だけの都合や立場を考えた行動態度
T546る劫:-，九士をしてBむられでもじたら損だという利己的な考え方と行動であるかを自
費さぜ，周巴を中心としてのみ考えないで，，同己をそのうちに含めた相手，の立場z 集閉
鎖本の立場也合せ考えてsみんまの斜面を育めるための葬カができるような態度狩τ
r&v~ iもりであ、る。とうした指噂は中 3 ・高 2段南でもそうとう力を入れるべきととを議
査結呆が示しているι
(r的 ~!fl， さいごは指摘したいととは， Qυ二に述べた選択肢2 (A) ・3 (R) ・4
CE)色濃ぶをものに対する指導は，単、i之被らの意識にはたらきかけていくという ζと
高智ポはふじゅうぶんであってg どう して6彼らの行事ず実践そのものに怯たらきかけ
て》ベあで海け孔ぱ，その効果色期待し得ない砂ではないかという ζとであるe とのと
とほ議虹肢1(O)伊 5(D)についてもhえるのであるが，特にA・n.Eの培えみ
や骨!wJを選ぶも φ~~苅・して必裂である色調査結果から判断されるJ
4 調査問題 CIO~
て ω) 中、学 3~申の'~Ì;J、島君は 3，人前む責きでした。家族みんななかよく円識を家躍
です&為為夕飯のとき，中学 1年の却が「となりのおじいさんはaいまはζどもた
ぢ'lu謀をかがるがわるまわうて餐ってちらっているんだ_"9・て， 気の審だね。 Je言
:トきしな。する と姉が「だってとども l~はみんな閉じように競を養う費任があるん
越がち，それで;いいんじゃないの。 jと言いま した。すると父は「そうだか。では，
Uのお主うさんやおかあさんが年をとったら?;(d、前、たちほどうしてく九るか。 Jと
言ν悲した。いつもとはちがった空気になりました。小島哲は自分だったらどうし
たら忠心幼詠いろいろ考えました。
〔間1) 己ん忘場合いろ1いろな者え7方かあるのですが，もしあなたが小島君、だっーたら
次宅争中で.'たとえ実行はできなぐてもいちばんよhと思うむを一つだけ選んで，
号'9;>:番号を0でかCんでください.
日 27-
J 
1 I~~悶ではたいてい長出 0・鋭を嬰っているのだから， n分が穏をすE う。
2 3人の'1で将来いちばん界しむ渋になったものがめんどうを見ればよい。
3 その色きにな勺てらなければわからないから，そのときのようすによ句1てき
る。
4 姉さんはお嫁に行くし・引は並立するのだから・なんとかしてfl分が親を養つ
あげる.
5 兄弟はみんな親を養う武任が2とるから， .~人でかわるがわるめんどうを見る倒
よ1，"0 
〔問2J ととろで国分でよいと庶うたとおりにはs なかなか行え志いものです.ぁ
たが小鳥羽だったら ζんな場合，実際にはどのように行勤しますか.一つだけ
んで，その番号・を次の口の|ドに苦いてください.
5 悶査結果
C 1 )児童生徒 ・父母 ・教師の比較〈第2図の 1-4) 
(イ〉まず〔間 I)すなわち芯識についてみると a生徒(中 3“高2)と毅師は選択s!i，
(0) の「姉さんはb嫁に行くし・ ~jは独立するのだから s なんとかして出会が親を
ってあげる.Jという考え方を選ぶものが最も多いのに刻・し，父母は選択肢 1(A) 
「也聞ではたいてい長男がおi色跨っているのだから，自分が糾を泰うゐ Jという考ん
を選ぶもののほうがむしろ多くなっているととが注目される。 r自分が親を養つ一てあIf
る」ということに変りはないのであるが，その理由とするととろが恨水的に異なっτl
るのである。
(J.J)乙の遼択肢4(0)の人間淳主の立場に立ち，人慌的信頼感を基調とする考え方を
選ぷらのは s 巾3・高2と学年がflitd亡つれて明大している。
(ノ、〉 Etた，生徒と設Miにあ、いては，選択肢5CD) O)rl只必はみんな組合養う費イモが
るから，公人がかわるがわるめんどうを見るωがよい。 」という考え万を選ぶものも
なり多く s 濯も町民t1.(0)についで鋪2伎となっているのに対し，父町においては錯
位となっているにすぎない.
〈ニ〉そのイlf!の選民肢の菅え方を選ぶもののうち，選択肢3CB)の「そのときになって
1 
みなければわ
-E月{
ι教師に多く，父母l亡少ないと在がn:lさlさ札るの
(ホ)つぎに〔問~ )すな.わち，実践についてみると，父母:を含めて各@と も選択肢 4
(0 )の人間t~j.m:の立場に立ちバ人間的信額感を器調とする行動をとる 'とするものが最
も多くなっている。しかし，選択皮3CA)の「々のときになってみなければわからな
いから，そのときのよ.うすによってきめる.<>Jとか，選択肢 1(A)の「世間ではたい
てい長男が却を守っているのだから・ 円分が詩う。 Jとかいう行動を選ぶものが C問
1 )の怠識よりかなり階大してきてしtるととがみられる。そしてa さらに注目される と
とは，父母にあっては選択肢 1( A)の意識より実践が少なくなっているのに対し，生
徒と教師にあっては逆に実践のほうが多くなっているととである。
(へ〉さいどに，必識と22践のずれについてみると.I潤J題(1 )の場合ほど筏端なずれは
みられないが，各府ともかなりのずれがみられる。特に高2と教師にあ‘ける選択肢§
(D)の「兄弟はみんな親を務う茸'任があるのだから， 3人がかわるがわるめんどうを
見るのがよい。 Jという怠識と実践のずれが問だっている。
、
第2図の1(tT3) 第2~1の 2 (高2)
国園田D.li担
ー-~r長
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?
?
?
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? ? ，
第21ヌ!の3(父母〉 第2図の4(教師〉
(2 )全固との比較(第61交の 1) 
(イ)まず生税についてみると・選択肢1くA)の 「世間ではたいてい長男が親をおって
いるのだから，自分が耀を賞・う"J という考え)Jと行動を選ぶものは a 全国I~J土ぺて本
県に多く，選Jた肢2 (E)の13人の中で将来いちばん暮しの主主になったものがめんと
- 29ー
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うを見ればよい。 Jという者え方と行動を選本ものは，ホ県が少なくなってhる。選提
肢'4(o).および与(D)につHτはあまり差はなく，中3において本県がぞや少ない程
度である。そして高2では全国主の悲がちじまり，選択枝4C.G)のr姉さんはお嫁は
行会し，弟は独立するのだから，なんとかして自分が親を養ってあげる。 Jと:'J，.:>う行動
のどときは台しろ本県の培うが多くなっている。
〈ロ]っき?に父母についてみると，生:I'tの場令以上に，選択肢) (A)の考え方と行動を
!選ぶものは本県lt多く，選択肢4(d)ギ5(D)の考え方と行動を選ぶもlめは逆に少
なくなっているととが注目される。また，選択脱3 ぐR)の「そのときに在ヲてみなけ
ればbからまいから，そのときのようすによってきめる.Jという考え方と行動を選ぶ
ものは全国よりも少なくなっaているo
Eハノさいどに教師についてみると，生徒や父母の場合主同様に，選択肢1(A)を選ぶ
ものが意識と実践の両面にわだって全国より‘も多いととが注目される。ただし，選択肢
4 (<J)の民主的な考え方をよ会ぶものは，むしろ合国よりも多奇なっているとと治宝生徒
や父母め場合と異なう，ている。
ど3)男女の比較 〈第6衰のl.y
(イ〉まず生徒についてみると，中3では選択肢4(0)の「姉さんはお擦に行く し，弟
は独主するのだから，在んとかして自分が親を養ってあげる。」という行動をとるとす
るものが男においてはじ開1)の意識より多いのに対し，女にゐいては逆に意識よりも
も 実践が少なくまっているζ とs 高2においては乙の男女の関係が中3の場合と反対に恋
うているととなどが指摘される。
(ロ}つぎに交母についてみるとs男女の聞にほとんど着がみら，れ左い。
{ハ〉さいどに哲怖についてみると，ととでも男女の間にほとんど砦がみられないが，選
択肢4(0)の考え方と行動を選ぶものは男に苧ぞ多い。
--. 3'0 -!， 
持:・6表tの"(生後 ・父母 ・教師〉
ドと 1 -A 2_ ~ E 3- ]3 '4'一、。 5-1) ω!c 2) ¥ 1 'Ic 2)， ( 1料〕C i );て2)
見 14ヲ五 11 10 8 日 16 3.4-3fi 32 12 
中 |女 一 一 一 一
トー 『ー 一 一
13 19¥ G 8 11 20' 36 3.0 33 ;:14 
一 一 一 一 一
三 l 計 14 工91 '8 8 12 18 s5 3~ 32 .23 
.一 一 一
|全国 11 J3' 10 u' 10 18 36 3斉 ，2;l 24 
-I男 ? 16 13 8 12 23 40 38 28.'・ 1盛
高 一 一 一 一 一 一
女 句、 14 11 8 13 .2:3 33 39 35 16 
一 一 一 一 一 一 一
吾ー1- 吋 16 12 8 13 23 37' 38 S2 主5一 -一 一 一 一 一』
会国 6. u 14 16 ]1 25 37 36 33 15 
男 34 26" 9 8 9 11 29 33 17 l5 
父 一 一 一 一 一 一 ト一一一 一 一
女 36 27 8 5 ワ 14 $1 38' 工s t5・
一 一 一 一ー一-'一 一 一
母 35 27 ち ワ 8 . ]3 :?'Q 38 17 1.5 
一 一 ト一一一 一 一 一
28 '2'1 8 8 lO 14 34 39 21 rマ
男 10 15 6' 4 11) 26 43 48 25 91 
教 一 一 一 一 一 一 一
女 10 11ワ 5 5; 1~ 27 39 42 28 10 
ーー一 一 一 一 ，ー』ーーー一
時 雪f 10 16 6 4 16 .26 42 益4 26
4 9 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 マ 12 '8 7' 16e 20 39 44 28 14 
一
4噌
'C4' )地場別・諜手鎖IJ生徒の比較 (第6.?誌の2)
〔イ〉まT地成別院みると，山村部、平村部 ・都市部においては選択肢4 (，0) qj人閉幕
霊の立場に立ちs、人間的信頼，感を基調とする考え方を選ぶものが蕊，if)多くて策I位とな
ヲヲtZ ~~:'íO のk対し，町部はむしろ選択肢 5 (D~ の考え方を選ぶ色のが多くな勺て乏しふ
為。またa 山村部-:Cf立。選択肢4(0)'，の意識よ玖実践め1まるが多くな・9ているi。
(ロyヲぎに課程別i丈一みると，ザ選択肢4(0)り考え方sを選ぶもの。は定時制iz多<.'選択
肱;5CD)の考土方Tを選ぶものは全日制に多いζ と，全日制の申ち選択肢E4ぐd)を選
- 3:1-
ぶも;，VJI:!:寵業・工業IZ多いこ止画絡会停毛主題.・職議のJ別でぼ職業課程に遺志ki.肢4(G) 
を選ぶものが多いζとなどが指摘さ作る。
第6表の2C生徒)
ドご l-A 2'_.E _3-1314-C 5- D (1)1(:0 ( 1 ~'I ( '2 * 1 )1ω ( 1 )!<2) 唱ー曲 4 
1IホT15% 13 2 5 24 19 39 44 勾 18 
巾 一 一 ー 一 L一一 一 一平村 H 22 8 y p 14 40 38 37 28. 
-ー 一 一 一 一 一
一 回了 13 16 6 II 9 24 25 ，2汚 42 
2e: 
【 唱ー， 一 一 一 一 ト一一一 一 一 一. 
都市 1.，6 21 11 6 8 15 38 35. 26 !ld、
平手 4. 14 15 11 12 22 S5 35 33 ，H 
‘・ 謀 一 一 一 一 一 、ーー 『
農 1. 20 8 5 8 19 38 :39' 34 1& 
告さ 穆 一 一 ト一一 一 一 一 一 一蔚 7 10 13 6 13 23 43 50 !34 13 
.'itiJ 一 一 一 一 一 一 一ョ: 3 n 11 6 13 34 l' 4o 042 28 6 
日 ，.r、 一一 一 一 一 一 一 一 一と家 7 r2 ' l()' 12 16 21 29 36 38 18 I 
t--一
6 14 12 9 1.~ 22. $6 39 32 J5 
時リ 日一 一
同
! 4UF子、 7 15' 12 8 14 20 34 39 38 16 
て口う 普 5、 13 I 11 I 11 I 15I 2a I 37 I 32 I ~l2 I 18 
日
U 職 8I ].6I J.1 1 5， I 10 I 25 1 ，42 I 43 I 3O I 12 
定時制 I 2/ 17 I川71ャ1111ω |毎 121117 
一一一
Cs)地域別・年代別・諒程別父母の比較(第6表の3)
ぐイ〉まず地域別にみるも，平村:部一・町部・都市部においてはy 選択肢1(A;の考先方
を諜ぶものが磨も多く，第1位となっているのに対し，山村部においては州選択肢 4
(0)ゐλ考え方を選ぶもわが最:も多ミ，第1位を占めているととs選択肢 I(ム〉を選
ぶものi主意識と案践の南部にゐたって平村部!f:.最も多い乙とが指摘される。
〈ロ)ヲぎに年代別にみると， 選択肢4(0)の行駄を選ぶものは初代か最も多く s 選
択肢1くA)，を選ぶものは 4E5代が最も多い仁と， 選;抗股5(D)を選、ぶものは，意識
_， 3.2'-
と
L 
。
主実践の両面にわたって初代に最もl多い乙となどが指摘される。
(ハ)さいどに課程別にみると，定時制では部択肢4C (J)の樗え.Hを選ぶものが最も多
いのに苅し， 全日告1では選以l民1( A)を選ぶものが最も多くなっているとと&全11闘
の中では農業・商業に選択j夜 ICA)の考え万を選ぶものが目だつて多い乙となどが指
摘される。
第6表の3(父母〉
ドill-込 2---E l3....n 14....0 15..D I( 1れ〉〈1)lC21く1*i*1*3*1)(く2)
山村部 ~5 24 9 8 1 12 14 35141 17 14. 
、 一 一 一 一 一 一
平村部 39 29 3 6 1 7 9 36 35 13 19 
一 一 一 一 一一 一
町 部 37I 29 7 G: 7 11 31 : 39 I 16 ]3 
一一一一 一 一
都市部 34 I 21 11 15 24 I "37 I ~O 1.5 
一 一 一 一
30代以下 33 .26 5 jヰ 7 14 36 42 16 12 
一 一 一 一 ト一 一 一 一 一
40 {て 3g 29 8 7 9 12 30 36 15 15 
一 一 一 一 一 ー 一 一 一一
50代以上 ~3 25 12 7 9 11 23 36 20 19 一
普 31 24 9 6 日 JJ6陪胡 17 I 13 
|課 一一
農 44 31 8 4 3 1 10 ; 31 1 44 16 1 9 
全 程 一 一 一 一 一 一 一 一商 42 37 10 4 6 J:~ 29 3る 14: 10 
Bリ 一 一 一 一 一 一一
エ 40 36 8 6 10 14 23 3長 16 8 
rヘ 一 一 一 」
10 .36 同 1=1 A 家 27 28 8 円d 9 38 19 17 
¥..J 
一 一 一 一 ーー一 一 一一 一
r |計- 36 30 8 5 8 13 31 39 16 11 
一 一 一 一 一トー一 一 一
伽j
穂町 1は3145 6 
5 ]0 13 3δ;J8 19 J2 
同 一一一 一 一 一
" 普開 7 8 12 18 32 勾 16 14 . B 
、..，/ 一 一職;42!3O I 7 4 5 1~ 26 j 3~ 14 9 
定時制 28 119 1 41 8L12 J ~~ο1 16 1 13 
ー
戸
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(6)学設段階別・年代別・課程別教師の比較(第6表の4)
〈イ〉まず学校段階別にみとと，選択肢4 (C) の考え方と行動をk世ぶものは中学校に1~
較的多い。また，選択肢3(お〉の行動を選ぶものは小管ー校に最も多く，中学校‘高
等学校となるにつれてしだいに少なくなっている。
〈ロ〉つぎに年代別にみると，選択肢~ (C)の行勤を選ぶものは20代・ 30代・ 40代・
õO{~と年代が進むにつれて増大しているとと，選択肢 3 CB) を選ぶ lものは20代が
起も多く， 30代・ 40代と年代が進むにつれて減少しているととなどが指摘される。
〈ハ〉さいどに課税別にみると，選択肢4くC)の考え方を選ぶものは全日制に安い ζ
と，選択肢5(D)の考え方を選ぶものは定時制に多く，そのお;識と実践のすYしも定時
制が顕著であるととなどが指摘される 6
国『凶ー
第6表の 4(教師〉
i?-¥2P凶喜U2二kAl12- E13-R l4- c s-D 
¥( 1 )lC 1)\~ * 2 ;!C• )f戸川¥c2) 
小学校 17 6 5 40 26 9 
中学校 9 14 6 iS 15 ' 24 1 44 50 27 9 
一 一 一一，--→一一一一 一 一
1詰寄学校 2 ~ 10 お 1J 17 43 4.0 ~?J 10 
一 一 一 一 ← 一 ト一一一-一一一
2 0 代 10 14 G 4 19 31 37 36 2汚 13 
一 一 ー 一 一 一 一 一
3 0 代 9 17 8 ら 10 26 44 45 24 7 
一 一 一 一 一 一 一一 一
4 0 代 12 19 。4 13 19 4~ 43 31 11 
一 一 一 一
5 () f~ 。伽7 17 521δ9 28 3 
諜 普 10 23 18 
] ] S 19 37 4;3 26 4 
一 『 一 一 一一 一 一
程 農 14 21 8 8! 8 7 45 42 24 l~ 
全 一 」一一ー 一 ← 一 一 一 一 一 トーーー
~IJ 商 -]3 23 4 4 17 17 39 46 29 10 
，.、 一 一 一 一
A エ 18 18 4 4 18 2D 42 37 17 J2 
日 、J --. ← 一 一 一 一 一 一 一
吾ト 13 23 10 円 ]2 18 41 42 24 9 
一 一 一 一 一 μー ー一
f削 同 総
12 19 8 9 8 1.') 48 42 24 14 
一 一一ー 『 一 一 一 一〆、 管 10 23 !S 11 8 19 37 43 26 4 
B 一 ---，-一 |一一ー一一 一 一一、J 職晶 J5 24 お 5 13 17 43 42 23 16 
一
7 llO I 6I 5 -1 29 I 32 I 27 I 41I 32 I 7定時制
(7)意識と実践の相関関係〈第7表の1-4) 
〈イ〉まず生徒についてみると，巾3では)D-D型s すなわち認識と実践の両国にわた
って選択肢5(D)の「兄弟はみんな親を養う責任があるから，3人でかわるがわるめ
んど うを見るのがよいojを選ぶものが最も多くて 1J)%・o-c型， すなわち意識と
実!践の両国にわたって選択肢4(c)の「姉さんはお嫁に行くし，却は独立するのだか
ら，なんとかして自分が貌を授ってあげる。」を選ぶものは 14%で乙れについでいる c
高2ではu-o型が最も多くて1.5%.D，_C )~i.lが 11%で乙れについでいる，また12識
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. 
色素践の一致，不一致の関係奇縁体的にみると・円13，高'(とゐ不一教型のほうが庄倒
的に多くなっている句}
(ロ):0ぎに父母についてみると，最も多いのはA-u型，すなわち意識としては遺訳l践
1 (A)のfJ吐聞ではたいてい長男が親を養っているのだから s 自分が親を養う。Jl: 
いう考え;むを支持し s 実践としてほ選択肢4(C)心人間尊重のj)~場を基調止する行動を
とるとするもめが最も多くて 16%' (].....O型lがとれについで均%とな。ている。ま走
A-A型もかなり多~ 12%-もある乙とが控目される。 意識と実践の一致，不一致iの関
係を総体的にみる!と，生徒の場合と同様に不一致。のほうがF.E倒的に多ζなっている。
(ハ3さいど!こ教師についてみると， C-C型が目だ時って多く31%を占めている。しかし
，I>-A型もかなりみられ，乙れにB-A苦'[， O-A型.D-.'¥型容を加えると教、師にお
いてもかなりの数に達寸るとと z 他の各'JWに比べB-B型z すなわち意識と実践の両面
にわたり選択肢2'(B)の「そのときになってみなければわからまいから，そのときの
ようすによってきめる。 Jを選ぶものが10%とかな1り多いととなどが指摘さμれる。 意
識ど実践の一致，不一致の関係については，生徒ヤ交母の場合と異なり一致型のlほうが
多くなっているo
第7衰の 1(中 3) 
2 
q 
h 
c (4) 1 fi1 111ヰI9 I 2 
D C 5) I .2 1 1 I o I 15 1 1 
E(2)1，1111 112 
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第7表の2，(高 2) 
l当~I~ C f司、1 I 3 4 」ノ 、J 、J
A (1) 1%1 .2 4 
一
B (3) 。I 5 
← 一 一。C4) 2 5 15 
一 一
D (ち〉 1 '.2 3 
-一一寸4一
E (2) I l 2 
D IE 
，r、5J、fL2，、J 
6 4 
一 一
11 4 
一 一
9 。
一 一
4 4 
第JI義的:3c徒骨〉
O 
~ 
:B ，( 8，) I .2 4 1 11 1 
u ('4.J I 16 4 I '，2 
J) (5) I~I~I---;-Iðlて
B 〈FJ7|て|て|τ
第71ミの4(差益 師寺
5賞銭意、、識 ( JA U 
お 。
r、γ‘、
3 4 
¥...) '-' 
aく1) 4 
一
B (3) 2 10 d 
一 一
‘Gζ4) ツ匁 2 31 
一
D，C5ιコ 。0， 2 
一 一
E (2) (') 1 エ
D 却
p'、 待、v
5 2 、J ~ 
4 。1
7 I 
一
R o 
一 一
‘Z 。
一
0・
【注3対角議上のゴジヅグ体の数字は意識と実践の一致す右ものa 他は一致しな
いもの1で!ある。
、正
6 調査結果の考察
( 1 )-以上の調査結果をごく大まかみに要約する ιと，現代社会の多くの人々はs 鋼玉昼間提言・
(10)の'ような境面においては，ぞ的理由主するととるはと事かく，長男である同会.が
「親牽養っ 一てあ~予、る j という考え)1と行動を議徳的I~最も価植の高い之ととιでい君主締
論引7られる。「将来いちばん暮しの言葉に悲ヵなたものがめんぎうをみれi:fよいJとか，
rそゐときに去ってみ高ければわからないJとかいうような考え方と行動色選ぶものはjお
軽的少ないのである。そしてとれは生綻・父母・教印百のミ者1:共選会傾向で253色みると
とができあ。!
(2) )しかしョその理由とするととろが父母と生稽および教師とでか在り違づτhるJ乙と
事注買さ作る。すなわち，父母に最も多。いのは「世・閣では，たいでい長男が親を養っている
φ記が~f.J ινう理由比基くものであり，生徒と教師~~最も多いのは[姉さんはお嫁に行
え、レ，弟l羽生立するのだかち，利iとかして自分が親を養ってあげるJどいきもρTある。
前者jまどちらかといえば伝統的悲しきたりや世間体にとらわ札た線合でlあか後者Iま家族
員個なめ人格と独立を尊重し，自覚的・[f}際的に親を設奇 という態度とーいえるであろれ
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〈り ιけれども，わ札われほ，と札をも守って直ちに父母の考え方zを封建的宅あるとかs非
5主主的であるとかいおうま しているのでは決しτない。との点で住民されるととはj 交母
の場合でも〈間2)の実践においては，生徒ぞ教師。の場合と同識にじ姉さんは沿稼i三者く
しs弟は独立する噌のだから1 なんJとかして自分が親を餐命令てあげる。」という行動を選ぶ
ものが翠も多くなうてきている事実である。 ζれは，伝統的なしきたりそコ世間体というも
のを一応気にしまがらも，在おかつ，子どもたちの将悲の幸福というととを考えれば，そ
うもいか在いという反省があり，現実の馬主化への勤きを意識的に，あるいは無一意議的に
常定している乙とを意味するものではあるまいか。調査問題CJ )は，同じく親子のあり
方を悶ラているものであるが，問題場面がきわめて抽象的一般的でああvそれに比べる
と， ζω調査問題(10)は少なくとも父母にとってはまさに切実在問題であり，きびしい
現実牲と具体性をもって迫る問題であるがために 3 心の奥底にある本心がかをりあらおれ
たものと考えられるのである.そしてその本心は， 、たんなる 「世間ではたいてい長男が鵜
を養っているのだからJというよう志玉虫色だけでなく a 生徒や教師に圧倒的支持を受けて ‘ 
1" :.'，る高い人間性に主脚した意識と結びつき9 さらには，現実の社会的・経済的・文化的危
諸条件に照して考えるならば，そのほうが最も適当であるという人生体験に基礎をおくも
のではなかろうか.生徒や教師の:場合であっても，長男である自分が親を養ってあげると
いき諜由は s単なるf選択肢4(0)のどとき主単純なeものでは左く，複雑な心理がs それ!を
軸として構造的な連関をなしているものと考えられる。乙うした意識の連関的構造をさら
ピ深くつう乙んでいくととが今後の研究課題であるム
( 4)つぎに主として指導上の立場から若干の考察を選択肢どとに加えてみたい。まず，
選択肢4 (0)の「姉さんはお嫁に行くし，弟は独立するのだからeなんとかして自分が
親を養ってあげ石。 Jという考え方と行動は，家族員個々の自由と独立を尊重しまがら，
ともによりよく生きていとうとするもので，筏端に自由を主張するものでもなければ，ま
元自己め-Jl場を全く失って，親や家のために犠牲になるというものでもたく s 自己が生き
ると'ともに親も姉も弟もともによりよく4 生かしてい乙うとする最も望ましい行動態度で
ある之考えられる。乙うhした考え方と行動は，さらにいっ4そう助長させていくととが必要
同 >38-
であろう。そして，とれは中3段附でとくに力を入れて市部する必要があると調査結果か
ら判断される。
cn選択肢5(D)の「兄弟はみんな親を苦う資{壬があるから，3人でかわるがわるめ
んどうを見るのがよ1t ~o Jという考え芳と行・勤を選ぶものに対しては，それが必ずしも非
民主的なものではないばかりか 子どもはすべて親の扶養について述相:責任をもっという
意味で最・も;~代的・民主的な考え方であるけれどもき現実の社会的・鰐済的・文化的諸条
件下におけるそれが実現の可能性を具体的 ・現実的に考えさせ，そしてzいずれの場令に
あっても綾子の結びつきは愛情的な結びつきを本質とするものであって，親のねがいと子
のねがいがともにかなえられa親子ともどもに幸福な家庭生活を築きあげていくととが館
組であるととを雌解さぜていく ζ とが必要であろう。とへした指却は， D-D型が~þ 3に
最も多いととからみて・高2段階よりも中 3段階で特に重要であると判暫される。
(6)それならば・選択肢 I(.'¥)の「世間ではたいてい長男が親を餐っているのだか
ら・自分が親を安う臼」という考え)jと行動を選ぶものに対してはどのように考えたらよ
いであろうか。とのような考え方ぞ行動が，父母の場合に.:taいてすら必ずしも封建的なも
のでもなければ，非民主的 なものでも左いととはすでに述べた。したがって， 生徒の場合
においてはまおさら，とうした考え方平行動を支持するからといって直ちに封態的である
とかきめつけてはならず，をんとかして自分が視を養ってあげる。という 気持は，人間
としてどく自然なととであり，またきわめでたいせつなととである，という考え方をいっ
そう深めていくと同時に，伝統的なしきたりぞ股間体にしばられて，自己の主体性の白党
に欠けている点をよく指噂していく必要があるであろう 0 とう した情噂.も，件I3 ，~郊皆で特
1:'必要であると調査結果から判断される。
(7) また ， 退t，~肢 2 C El)の 1 3 人の中で~l守来いちばん:住しの楽になったものがFめんど
うを見ればよい‘」というような考え方と行動はs調査問題作成の場合想定したどとさ・打
算的なものとばかりはいえないけれど，かなり功利的な傾向をもち，また，ある意味に
おいては自己の賢任を回避させんとする要p長をもひめているように思われる。したがっ
て，とういう考え方ぞ行動を選ぶものに対・しては，物質的・経済的1iI1i備は社会的ないし料
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神的柿拙支現の器提としてのなrJ..:をになうものである ζと，特に家1Of関係においては，人
間的信頼惑を基調とする相立の期待にとたえていくという刻子の愛怜的結合が最・も軍要な
ものであるととを期解させ，社会保障制度の必ずしも完全でない現実の社会において，子
としていかにしたらぱ親の老後の生活を安定さぜてやり得るかを，広い視野から具体的に
考えさせていく指導が必、要であろう。
(8)さいごに，選択肢3(B)の「そのときになってみなければわからないからsそのと
きのようすによってきめる。 Jという考え方と行動は，特に生徒の場合，問題が将来のと
とに属するため，ある窓味ではdやむをえない点があるにしても，少なくとち1fl3・;皆2段
階あたりで，老後にあ、ける親の扶養の!1期についての基本的な，しっかりした考え去を擁
立さぜる必要があるように思われる。その場合の恭本方向は湾択肢4(0)のような人間
尊重の立場に立ち，人間的信頼l惑を基調とするものでなければならないととはいうまでも
ない。さいどに，乙の選択肢3(B)の考え方と行動を選ぶものは・ rf13より高2I亡多か
ったととに注意を扱起しておきたいと思う。
第2節男女の地位について
1縞査問題 (2)
(2) 京地宮が茶の間で雑的んでいると 夕食のかM け仰がしそ ! 
うにしていた柿が台所から. fiF訴さん手つだってちょうどい。」と言いました。
正排.軒が手つだ bうとしたとき，外から帰ってきた父が「正雄，台所仕事は男のす
る乙とではないよ。おIJfrにはお前の{f也事があるだろう c Jと言いました。正雄君主は
どうしたらよいでしょうかn
〔問1) とんな場合いろいろな考え方があるのですが・もしあをたが忠雄君だったら失
の中で・たとえ実行はできなくてもいちばんょいと思うものを一つだけ高んで，
その番号を Oでかとんでください。
1 おとうさんの雪うととだから・台所の手三1だいはしない。
2 おとーさんは手つだうなと言うけれども・いそがしいときは台所仕事でも手つだっ
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たほうがよい。
3 仕事に見立・の究::5::IJはないはずだから，たのまれたときはいつでも手つだう。
4 いま手つだっておけば，とんど姉に何かたのなときにつどうがよいから，手つだ
、つ。
5 台所仕事は女がするのがふつうだから，平はり手つだわない。
〔悶2) と乙ろで自分でよいと思ったとおりにはなかなか行えないものです.あなた
が疋雄潤だったとしたら， ζんな場合，実際にはどのように行動しますかw 一つ
だけif:んでs その番号を次の口の中|亡古いてください。
2 調査結果
( 1 )児童生徒・父母・教師の比較〈第3図の 1-6) 
〈イ〉まず(i凋1)すなわち底識についてみると，各l百とも最・も多く選んでいるのは謂択
肢2(0)の「おとうさんは手つだうをと言うけれども.いそがしいときは台所仕事で
も手つだったほうがよい。 Jという考え方であり，乙れについで多いのは議択肢3
(D)の「仕事に男女のif.jJIJはないはずだから，たのまれたときはいつでも苧つだう。」
という考え方である。ただし，中 3c"は選択肢3(D)のぞや公式的理紡三けて旬りき
ったと思われる考え方・を支持するもののほうがむしろ多くなっている。
(ロ)選択肢 t(B)のrbとうさんの言うととだから，台所のてつだいはしない。 Jと
か，議}，足!肢5(A)の「台所仕事は女がするのがふつうだから・やはり手つだわないのJ
とかいう右え方を選ぶものは各府ともきわめて少ない。
(ハ〉つぎに f問2)すなわち実践についてみると，父母:を除く各府では泣択肢2(む〕
の人間的信甥感を基調とする行動をとるというものが最も多く・父母においては選比肢
3 (D)の行動をとるというもののほうがむしろ多くなっている。その;i山の;時択肢では
小5・中3においです4択肢4 (E)の「いま手つだっておけば・乙んど姉に何かたのむ
につどうがよいから手つだう。 Jとするものがおないし 20%もあるととが注目され
る。ただし・乙ういう行動をとるというものは・小5・中1・中 3・高2と学年が進む
につれてしだいに減少していく傾向を示している。
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〈ニ〉さいどに意識と実践の関係をみると，いままでの場、合と|司じように・かなりはっき
りしたずれがみられる。とくに中学生!とあ、けるずれが顕著である。意識と実験の全体的
を傾向は・父母と小・中学校の児童生徒が類似の傾向をもち，教師はIC，lj"2と類似の傾向
を示している。
第3凶 の3(中 3)第 3図の2(巾1)第3図の 1(/}、5)
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t 1) 全国，~ピの比鞍て第 8設の 1 ) 
(イ)まず児童生徒についてみると，選択肢3(D)の「仕事に男kの差別はないは千だ
から sたのまれなときはいつでも手つだう o Jとい考z_方と行動合選ぶものは，全国に
比べで木県に少をく，選択肢4(E)の「いま手つだっておけば， ζんど姉に何かたの
むときにつごうがよい治主ら，手つだう。 J とりう考え方と行動を選ぶものは，逆!~本県
に多いb 選択肢5(A)の「台所仕事は女がするのカLふつうだから，ギはり予rつだわな
"'0 JとかJ 選促肢1(B)の fJo-占こうさんの言う乙とだから，台所・の手つだいはしを
い、 」という考え方と行動を選ぶものはs 全国との聞にほとんど差がなく，また滋択肢
2 (0')の「おとうさんは手つだうなと言うけれども，いそがしいときは台所仕事だう
セ手つだったほうがよい。」という考え方と行動を選ぶものも，ほとんど全閣の額向と
間乙であるG
(何jヲぎに父母についてみると，ほ主んど全閣の傾向と|司じであるがs 撰択肢2 (0) 
治人間尊重の立場に立ち 3 人間的信想感を基調とすQ考え方と行動を選ぶものは本県lζ
少ない。
Qrリヨいどに教師にヲいてみると，全国との聞にlきとんど差がなく，選択枝3(D)の、
帯主庄のごときは，むしろ全国の傾向よりも演択率が高ーく在っている。
(3)男女の比較〈第8衰の 1) h 
1，0.'まず児童生徒についてみると F 小5・ヰ1ではほとんど差はみられないが， ip 3・
高2ではかなりはうきりした差がみられる。中3では選択肢PてC)のf':おとうさんは手 、
つだうなと言うけれどども，いそがしいときは台所仕事でも手つだったほうがよい。」
を理おものが，意識と実践の両面にわたっで女に多く，高2では逆に男に多くなってい
る，
〈ロヨつぎに父母についてみると，ほとんど悲がみられないが，選択肢5(J¥)の考先方
を選ぶ台のは男l亡伊平多くなっている。
c，ノザさいピlζ教師についてみると.と ζでもほとんど芽がなく， 選択肢ラ (A)を為ぶ
もの，が記母の場合と同じく男にギや多い税度である。
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館8表の T(児宮生徒 ・父母 ・教師)
下二11-B 2-0 3- D 4 ~ E 15一八
lc I)1<.2) (1わ)I(1 )IC 2 ) 
男 1% 9 50 35 37 29 ]2 20 1 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 1 G 49 38 40 36 9 別 。1 
一 一 一 一 一 一 一
五 計 1 8 50 36 31) 32 11 :;0 1 4 
一 一 一 一 一
全国 1 I t3 48 40 44 33 17 I 1 1 ，4 
男 1 4 147 4-1 49 30 ・na l:~ 1 I 8 
一一中 女 。4 46 43 50 ~4 3 17 1 2 
一 一 一一ー 一ーー 十一一一一
一 計 1 4 46 143 49 3!t 二千一 一 ド一一
全国 1 5 19 I 43 46 35 
男 1 8 56 34 I 41 I 33 1 1沿
中 一 一一一
女 。6 61 48 I 36 I 30 2 n 
一一一
警j- 1 7 58 41 I 38 I 81 2 15 
一 トー 一ー 一ー 』ー一 一 一 一 ヤー ーー 一 一 ) ー l
j全国 1 7 57 45 40 31 2 l~ 
男 。自 57 53 40 28 。8 。4 
高 トー一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
女 1 6 .50 δ1 47 31 1 の 1 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一
一 計- 1 6 54 52 43 30 
。7 1 5 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 。fi 58 56 40 27 1 5 1 6 
男 3 8 51 36 I 39 41 3 ]0 1 5 
父 一 一 一 1-ー一ー 一 一 一 一 一 一 一女 1 5 49 36 ' 45 42 3 12 1 4 
一 一 一 一
36 r;-一 一 一 ~ 母ヒ 計一 2 G 50 41 3 11 1 
一 一 一 一
必 139
一 一 一 一 一
全国 8 ら 56 40 2 8 1 4 
男 1 6 56 5': 41 31 1 2 
教 トー 一ー ヤ一一
女 。7 56 54 44 3長 。3 。2 
一 一 一 一 一 一
師 計 l 6 o6 55 42 32 I 2 。3 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 1 5 59 55 39 32 。9 1 5 
←斜ー
1 
(4)地域別 ・課程別児童生徒の比較(第8表の2)
(イ)まず地域別にみると，選択肢2(C)の人詞尊重の立場を基調、とする考え方を選ぶ
ものは山村部に最・も多いが，そのような行動をとるというものは都市部が肢も多く，山
村部が最も少なくなっている。つまり，山村部に窓識と実践のずれが最も顕，苦である。
また，選択肢 3 (D)の公式論的と思われる考え方を選ぶものは平村部に最も多く，そ
の意識と実践のずれも，平村部において最も顕著である乙とが注目される。
(ロ〕つぎに線程別にみると，意識と実践のずれは全日制!のほうが問符であるとと，家庭
諜程においては，他と兵なり選訳肢3 (D)の「仕事:に男女の悲別はないはず、疋から，
たのまれたときはいつでも手つだう。Jという考え方を選ぶものがJ1kも多くて第1伎を
占めている乙となどが指摘される。
第8表の2 (児童生徒〉
\回答 1 一作 ~ O 一一一一 一3 - D 14 -E 5 - A 
類コト"IcOlc2)fl*2) C 1料 Ic1 )!<斗 1*2)
小五 61 38 34 32 6 22 。3 
叫l 一 一中一 5~1 37 36 43 4 10 。8 
村 一 一 一 一 一 一 一 一
?郁
ql三 57 33 35 3fj 5 2υ 2 与
一 一 一 一 一 一 一 一
剤- 60 37 35 :~S fi 17 1 4 
1、」工 e“ 、 10 δ2 3{，¥ gl1 2~ 7 20 1 5 
平 句輸・ -ー・.一 一 一 一 一 一 一 一
中一 1 δ 38 44 57 25 4 17 。~I 村 一 一
部 中--
。'7 ilO 4.3 47 26 3 ~3 。1 
一 一 一 一 |‘一一 『ー一 一
計- 1 1 47 40 48 27 4 2J 
小五 1 6 I 43 35 
l到竺 17 ~二 4 町 トーー一一一一一 一 ~I 中一 1 4. 143 44 49 I 21 3 17 I 3 
一 一 一 一 一 一 一一一
部 中三 2 6 
6] 38 33 33 3 15 ! 2 8 
一 一 一 一 一 一 一 一
計 1 5 48 39 40 32 R 19 2 δ 
? ?，? ?
、‘ 
、
‘ 
小3主 ο9 7 15. 
部
牛ー 。2引三 50 131 1 14 市 一一中三 1 I 10 33 I 30 1 9 l 7 部 一一 一一
計- 41 I 33 3 J3 1 5 
課 普
。6 54 巧4 45 26 。6 1 4 
農 2 5 57 δ0、 35 。32由 8 。2 
全 程 一 一一一一荷 1 9 -，;2 48 :17 27 () 7 8 
iJlJ 一一一一一一一
δ 
I 。8 50 57 i}O 23 6 。
r-、
日 A 家 。4 46 49 50 88 1 6 1 、J
計 1 tミ 1)2 49 45 32 。7 1 i> 
一 一 一ー一ー ドー 一同一 一
制問 総
。5 行3 52 45 31 。7 1 ρ 
一一一一一
32 I 0
-781F0|τ 3 
「ーネ 当表毒弓己 1 δ 60 53 ~l9 :a 一 一一九J
職 1 7 52 :'>4. 4.3 
定時制! I 01 41判50j '471ぉ|~ I 8] 0 I ，3 
(5)地域別 ・年代別・課程別父母の比較(第S表の3)
(千〉まず地域却にみると， 選択肢3 (D) の公式論的苦え方を~ぶものは山村部に日吃
って多いとと・主君択肢2(0)の人間尊重の立場を基調とする行動を選ぶものは都市部
が最も多く，町部・平村部、・山村部としだいに少なくなっているとと，その意識と実践
のずれは平村部が最も顕著である ζとなどが指摘される。
〈ロ)，つぎに年代別にみると， 選択肢2(0)の考え方を選ぶものは30代が最も多く，
40代・ 50代と進むにつれて減少していbζと， 選択肢:3(D)についてもとれと同じ
傾向を示しているとと，意識と実践のずれは，若い年代ほど顕著であるとと念どが指摘
される。
Cハ〉ざいどに課程別にみると，各謀容の間にあまり犬き、恋愛はないが，選択肢4(E) 
の行動を選ぶものはて業 ・商業・農業等の職業課程にヤヤ多くな勺ている。
???
第8表の:3(父ゃU，)
》dl答 }.-寸一口f-D1院 5-A 
別~
( 1わ川(2* 1 )IC2 
山材 官官 7%1 7 I 36 I 3t 1 57 I 40 I 6 I ]4 
→:国一 一一一一一一平村部 3 1 4 I 53 I 32 I 36 I 40 I 4 I 15 
町 部 2 7 52 38 41 4.1 8 9 1 4 
一
_._ 
一 一 一 一
都市部 お 6 52 38 43 <10 '2 8 2 6 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ト一一一一
30代以.下 1 7 52 34 42 42 2 11 1 4 
一 一一一 一 一EP 4 0 代 2 6 I 50 I 37 43 41 3 a δ0代以よ 3 5 I 50 I '37 41 4-0 6 5 
JEWヨ. 2 4 55 47 39 36 2 4 
1果
器 3 6 52 38 38 36 4 8 
J戸4、h 手皇 一 一
商 '2 10 51 44; 43 321 3 13 1 1 8 
J3U 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
主 3 7 55 40 37 31 5 19 Q. 3 
f、 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 A 家、.J 2 お 5.0 40 46 36 1 14 。2 
一 一 一 一 一 一 一 一
2 42 41 35 3 12 l ~S 
一 一 一 一 一 一 一 一一一
f凶 同 '友Joa;.込p 1 5 53 4.1 ‘臼 39 2 9 1 6 一 一 一 ト一一一一 一 一 一r、 普 2 5 55 51 岳1 33 生 7 1 4 B 
v 一 一 一 一 一一ー .一 ー
職 2 8 53 39 40 35 盛 14 1 4 
定時制 ~ I 8 151 [ 44[141 26 I 21 10 I 
止め学校段階別・年代別・課程別教師の比較(錆'8衰の4) 
何3まず学校段階別にみると，沼択肢2 (0)の人間尊重の立場を基調とする考え方を
嘩ぶものは高等学校に最も多いが，その怠識と実践のずれも高等学校に最も顕若であ
品。 / 
(めつぎに年代別にみると， 50代が{也の年代と巡った傾向を示している。すなわち，
M忙では選択肢3(D)の考え考を淀ぶものが多く第1位を占めているし，・また， 波
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抗肢2てC)についても他の年代と異なり，意識市より宇実践の陪うが多くなっていち.
fハ〉さいどに課程柑にみると含選択肢3(D)を-]1ぶものは定時制に多いとと， 金町制
の中では，選択肢2(0)の意識と実践のずれが工業・農業の2課程に最も顕著てゐも!
ととなどが指摘される.
第 8衰の4 (教師〉
ノ ト11-.8 2-0 13.-!..D 4-E民主く1)¥c 2 ) ( 1 )!C 2 )lC 1 )!(2) C 1 *21 
小学校 1% 6 ~fj 
培 11r445 f 
31 1 8 1 2 
中学校 。4 54 52 38 1 3 。3 
一
高等学校 2 10 62 52 29 。・0‘' 1 6 
代 1 5 54 ら5 43 20 。8 。6 
一 一 一 一一 一
3 0 代 。8 5'.( 51 44 34 1 2 。2 
一 一 一 一 一 一一一 一 一 一長。 代 1 7 56 55 42 .34 1 1 。2 
一 一 一 一 一
50 代 。。益8 66 52 31 。。<、 。。
普2 ]5 63 蕊8 34 19 。3 ] 6 
両県 一 一 一 一 一 一 一 一 一
穏 農 8 1J 64 46 31 3] 。3 4 7 
全 j31J 
戸、， 商 2 8 58 56 40 :43 。2 。s 
A 一 一一一 一 一 一 一 一、J ゴこ 1 ]4 6ti 46 :.m 30 。1 。8 
日 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
長十 2 12 64 52 33 26 。2 1 7 
一 トー ー- 一 一 一 一 一 一
刊訂 同 総
2 .4 54. 51 40 38 . 0 3 。4 
普三PFE一 一一J綱崎、 。3 I 1 I (jB ー岨副圃園町咽H・圃圃園事 ‘--ー-唱同情圃圃-副・匝町_.-・・・圃岨圃_，-・ -圃司、J
職 60I 50 I 34 I 29 。2 I 1 I 5 
定時制 I 0I 2， I 56 I 591 44 I 351 I U-r~- I 0 I 7I 
ぐ7)意識と実践の相関関保ぐ第9表の1-6)
〈イ〉まず児童生徒についてみると 9 各学年とも a，_..(j型・ D.-D@l!・ C-D型 .D~C
，_ 48-
型などに多く集中している、しかし，意識としてはCぞDの民主的背え方を克びなが
らs実践としては「台所仕事は女がするのがふつうだから，やはり手つだわない。」と
か1，fiiとうさんの言う乙とだから，台所のしごとはしない。」とかいう行動を選ぶも
のもかなりあるとと， 意識と実践の一致型より も不一致事qのほうが圧倒的に多い乙とな
どが注目される。
D.-D~~ ・ D-C型・(ロjつぎに父母についてみると.O.-D裂が最も多くて2o%. 
とζでもC-E型 ・D-E型・ C-B型・
D-B型等を合計するとかなりの数に迭するし， 総体的に意識と'実践の不一致型が丘倒
c-c型の)1院にとれについでいる。しかしa
的に多くなっている。
D~D型が 2ß% とな(ハ〉 さいどに教師についてみると，最も多いのがc-c型の35%，
っているョ教師においては児童生徒や父町・の場合と兵なか意識と実践の一致型のほう
がかなり多くなっている。
、
第 9表の2 (中]) 
一一一一一
??
〉
?
aln 
1'"' I ，-、
2 I 3 
'-' '-' 
一一丁一-
21 
一一}ー_1-一一1_ 1-
。
。
1 
。
2 
4 
1 
29 
1 
13 
6 
。
。
。
。
?
〈?
。%。
。
。
1 
。
o (2) 
D (3) 
E ('4) 
B ( 1) 
A (5) 
一-40-
第9去の1(小5)
子(A R C D E 〆-、 F句、 ，-.、 〆ヘ r、う 2 3 4 、J 、J 、J 、J 、，_/
八(う) ~~O 。1 。。
一 一 一 一 一
B ( 1) 。。2 1 2 
一 一 一 一
c (2) 。。18 19 3 
¥ D C 3) 
一 ド一一一 一 一。。20 13 。
一 一 一
E (4) 。。11 6 2 
_(J 
第 9表の3(中3) 第9表の4(高2)
D E ミ，..， r-. 3 4 5 I 1 v 、J
A (5) 1% 。2 1 1 A (5) jω。
一一 一
B (1) 。。4 1 。 B(l)1 01 018111 0 
一 一 一 一 cω|τ|τ|ぉ1-;1τC (2) 。。21 18 1 
一 一
D (3) 。。19 11 。 D (3) 。。11411810 
一 一 一 一 一τlτ|τ|τ 'E ( 4) 。1 10 6 E (4) 。
第9去の5(父母〕 第9表の6(教師〉
子hiB C D E r、 r、r-. ，-. 2 つ.J 4 、J ¥，./ 、-' 、J
0% 1 1 1 1 I 1 I 0 A (5) 0% 。2 1 。
一一 一 一 一
B (1 ) I 0 I ，1 I 2 I 2 I 0 B (1) 。G A 2 。
ー一一一一 一 一 一
c (2) I 0 1 0 I 17I 17I 1 o (2) 。。35 16 。
ト一一一
D C 3) I 0 I 1 I 20I 18! 1 D (3) 。。10 26 。
一 一 一
E(4)1 01 0171612 E (4) 。。2 。1 
3 調査結果の考察
(1)以上の結果をどく大まかに嬰約すると，現代社会の多くの人々はs調査問沼〔ヌ 〕
のようなj詰i自にあ・いては，伝統的な男尊k卑的な観念をほとんどもたず，男女の本目的平
等践に立った荷性の相互協}Jを道徳的に長も如li{IM尚いものとしていると結論づけられる.
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つまり， r仕事に出女の差・別はないはずだから・いつでも手つだうJとか， rいそがしい
ときは台所仕事だって手つだったほうがよいJという考え方や行動を圧倒的多数の人々が
支持しているのである。 1，if系的家父長的家政制度のもとで「家Jのために最も大きな犠牲
と忍従をしいられてきた女性が，男女の本質的平等訟に目ざめてきた乙と， 一方また男性
の測においても，女性への理解と閥的と，そして協力への怠識がi留まってきている事実を
否定するととはできない。
(2)けれども，われわれは，との調査irtf燥の意味する乙とが具体的に何であるかをもう
一歩つつ乙んで考えてみる必要があると思われる。乙の調査のC問2)でも，実践そのも
のs行動そのものをとらえていないととはすでに述べたのでくりかえすととはしないが，
もしも，乙の調査結果の具体的に意味するととろが，男女に特有の役割や機能の差異を無
視した公式輸的，機械論的な平等制であるとするならば，その乙とのほうがかえって大き ・
な問題であるとも考えられるからである。選択肢3(D)の考え方と行動を選ぶもの
が，児童生徒 ・父母・教師のち者を趨じてかなり目だって多いということは，あるいは乙
のような乙とのあらわれではないかとも考えられる。とのような点をたしかめてい《乙と
が今後の研9・7課題をなすものであって，要するに，r弁いものと新しいもの，さらに新しい
ものとを同時的に混在させている心の全体.I事怜・的なるものと理性的なるもの，合理泊な
るものと非合理的なるもの等々の互いに相刻・立し，矛盾ぜるものがからみあっている心の
全体を，一市的にではなく総合的に，固定的にではなくブJ動的にとらえていく乙とが今後
の掛究課題なのである.
(3)つぎに主として指導上の立担iから若干の考察を選沢jほどとに加えてみたい.まず，
;吏択肢1(B)の 「為、とさんの言うととだから s 台所の手つだいはしない。 Jという考え
方と行動を支持するものに対しては，おとうさんがそのようにいうほんとうの気持はどと
にあるか，おとうさんが役にかけている期待はなへんにあるかなどを理解さ，合るとともに，
かるがるしく勢力の大なるものに従うといった者え方主行動が，1，ミかに口己の主体性を失
ったものであるか手・理解させ，自主的に物'_u:を相j折し，処理するよう指導する必要があろ
う.いついかなる弘合でも父の言うことには盲目的に服従ナるという回定的な考え方では
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なく，ある場合には父の言う乙とを京i直にさきいれる必要があり，またある場合にはたと
え父の命令であってもそれが正しく去いと信ずるならばそれに対する反対をもあえてき宇さ
ないという柔軟な考え方を訓練する乙とが望まれる。
(4)との意味において選択肢2(0)のrJ.jとうさんは手つだうなと言うけれども，い
そがしいときは台所仕事でも手つだったほうがよい。 Jというように，たとえ父の言いつ
けであっても，自分の現布の立場と相手の立場をよく脅え合わせ，主いに協力して共に明
るい生活を築いてhζ うとする考え方と行動とそs とれからの民主的な家庭生活を支えて
いくに望ましい行動態度であると思われる。とのような考え方と行動を支持するものに対
しては，それをいっそう助長し，強化していくととが必要であろう。との点!と関し，中3
段階で怠識と実践のずれが目だって顕著である乙とが重視される。
(5)つぎに選択肢5 仁A)の「台所仕事は女がするのがふつうだから，ぞはり子つだわ
ない。 Jというように，頭から「台所仕事は女のぞる ζとだ」ときめつけたり・ rふろに
は女はいちばんあとにはいるものだ」というようなかたくな考え方と行動を支持するもの
に対しては，男女は木蟹的1:は平等であり，同地であるととを理解さぜるとともに2 互い
の長所をよりよく生かし，協力して楽しい家庭生活を築いてい乙うという主体的>建設的
な践欲をよびおとすよう指導する乙とがたいぜつであると思われる。
(6)また，選択肢4(E)の「いま手つだっておけば，こんど姉に何かたのむときにつ
ごうがよいから手つだう。 」というように，すべてのものどとを利害得失に結びつけて考
えたり，自己ヰa心的立場から考えたりするものに対しては，共同体全体のためにつくし，
相手が高まり，集団全体が高まっていくととが.同時にl当己がよりよく高まるととになる
というととを具体的な事例や，子どもたちの身近かな体験に訴えながら指導していくとと
が必要であろう。そして，乙つした指導は乙の調査結果からみて小学校段階でとくに望ま
れる。
(6)それならば選択肢3 (D) のように「仕"J~に男支の差別は左いはずだから，たのま
れたときはいつでも手つだう。」という考え方と行動を支持するものに対してはどうであ
ろうか。乙のような考え方と行動は必ずしも34民主的なものとはいえないばかりか，考え
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ようによっては児kの平等協に最も徹底しているものともいえる。けれども・それが単に
口先だけの公式ろで的なものであるとするならば，何よりもまず男女の本質的特性ぞ役割の
違い， 現実の家庭生活ぞ社会生活における男女の地位平役割の差s もろもろのÆ~IJ待通な
どを客期的に認識させるととが必要であろう。そしてとうした現実をなりたたしめている
社会的，個人的籍条件を科学的に分析させる乙と，さらにそれにもかかわらずa 三れらの
惹異をのりとえて児kは木質・的に平等であるとと，間離な現実の諸条件を克服して男女相
互の理解と協力を尚めていくにはどうしたらよいかなどを具体的に身えさせる必要があろ
う。乙うした指導は中 ・高等学校段階で特に必蜜であるという乙とが制査結果から考ら
れるω.
第3節家と個々人について
1識査問題 (3)
〔3〕 Z4子さんの家は，村で代々続いだ，りっぱな家がらと言われてい定す。
とし子さんの家は貧しいうえに村で詩判の;惑い家です。それで，とし子さんはよく
できるぞさしいとどもなのにa遊ぶ友だちが少ないようです。ある日岱子さんが2
とし子さんの家に遊びに行とうとしたら，おかあさんが「あんな家のとどもとは遊
ばないほうがいいですよ。」と言いました。それで泰子さんはどうしょうかととま
ってしまいました。
〔問1) 乙んな場合いろいろな考え方があるのですが，改の1 Jで，たとえ実行はで
きなくても，いちばんょいと思うものを一つだけ遺んで， その審弓を Oで・かと
んでください。
1 評判の患い家に行ったために自分の家も惑く思われるといけないから，遊び
に行かない。
2 おかあさんが遊ばないほうがいいと言うのだから.遊びに行かない.
3 とし子さんはりっぱな友だちだからと言って，遊びに行く。
4 友だちの ζとと家の乙ととは関係がないから，遊びに行く。
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5 とし子さんと遊んで=ほかの友だちに!lsく言われ;たりしてはつまらないか
ら，行かない、
〔閥2) と乙ろでs 自分でよいと思うたとおりにはなかなか行えないものです。あ
当 なたはζんな場合，笑際にはどのように行動しますか。一つだけ選んで，その番
号を伐の口の中;亡者いてください。
2 調査結果
( 1 )児童生徒・父母・教師の比較(第4際!の1-6) 
てイ〉まず〈問 1)すなわち意識についてみると，児童誌徒はどの学年も漣j択肢4 (D) 
の「友だちのととと家の乙ととば関係がないから，遊びに行く。 Jという三考え方を選ぶ
ものが最も多いりに対し，父母と教師においてはaむしろ選択肢3(0) iD rとしとさ
ん.はりっぱな友だちだからと言ってs 遊びに行く。」という考え方を選ぶものが最も多
しミ
〈ロ〉選択肢1(A)の F評判の思い家に行ヮたために自分の家も悪く思われるといけな
いから，遊びに行かない。」とか，選択肢2CBJの「おかあさんが遊!まないほうがよ
いと言うのだから，遊びに行かない。」とか，選民肢5 (E)の「とし子さんと遊んで
ほかの友だちに思く言われたりしたらつまらないから行かない。 Jという考え方を選ぶ
ものil;i各層ともきわめて少ない。
(ノつつぎに〔問2)すなわち実践についてみると，教師のみが， (間1)の意識の場合
と同様Iど選択肢3.(0)の人間尊重の立場に立ち人間的信頼感を基調とする行動をとる
とするものが最も多いだけで，父母:と.児章生徒ーは ìáï~R肢 4 (D)の行動をとるというも
のが最も多《なっている。
(ニ〉選択肢3(0)の「とし子さんはりっぱな友だちだからと言って遊びに行く。Jと
いう行動を選ぶものは，ノJ、5・中1・中3・高2と学年が進むにつれて・しだいに増人ー し
ていく傾向がはっきりみられる。
〈ホ〉また，各層を通じて選択肢2(s)の「おかあさんが遊ばないほうがよいと言うの 会
だから遊びに行か恋い。 Jという行動をとゐとするものが〔悶1)の意識に比ぺてかな
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り明大しでいる ζとが指怖される。ただし}乙の行動をとるとする1 ものは，小δよ中1
中3・高2と学年が進むにつれてしだいに減少していく傾向を示している。
〈へ〉さいどに意識と実践の関係についてみると"各層とも摂択肢4CD)の考え方と行
動とのずれか最古顕著であり，とくにノj、.中学生のずれが目だっている。
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(2 )'全国との比較〈第10表的1) 
〈イ〉まず児童生徒iとづいてみると多選択肢3 (C)の「とし子さんはりっぱな:友だちだ
からと言って遊びに行く。 〕という考え方と行動を選ぶものは全国に比べて少なく，
逮択肢4 (D)の「友だちの乙とと家の・とととは関係がないから遊びに行く。」という
考え方と行動をj，î~ぶものは2 反対に本県が多くなっている。また， 選択肢5 CE)の「
としとさんと遊んで，ほかの友だちに惑く言われたりしてはつまらなL功ミら3 行かな
い。 」とか，選択肢1(A)の「評判の聴い家に遊びに行つなために自分の家も理く思
われるといけ在いから，遊びに行かない0・Jとかいう考え方と行動を選ぶものは，本県
がや平多くなっている。
〈ロ〕つぎに父母についてみると，児童生徒の場合と同様に選択肢~ (u)の考え方と行
動を提ぶものは全国と比べで少なく，選択肢4 (D)の考え方と行動を選ぶものは反対
に全国に比べて多くなっている。
かっさいどに教師についてみると，児童生徒および父母の場合とほとんど同様である。
(3)男女の比較〈第四表の 1) 
Cイ〉まず児童生徒についてみると，各学年ともほとんど同じような傾向を示している
が，高2では選択肢4(D)の考えみとー行動を選ぶものが男にやや多い。
〈四〉つぎに父母についてみると，ととではかな、りの差がみられる。すなわち，男では選
択肢3Cu)のん間尊露の立場を基調とする考え)=jを選ぶものが最も多いのに対し，女
は選択肢4 (D)の替え方を選ぶものが最も多くなっている。
ゃっさいどに教師についてみると，ほとんど差ははみられないが， 選択肢'2(:E)の
「おかあさんが遊ばないほうがL戸いと言うのだから，遊びに行かないJという行動を議
ぷむのは女にぞや多くなっている。
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第四五の 1C児武生徒 ・父舟 ・教師〉
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(4 )地犠gU・課題別児童生徒の比較 C第 10表の幻
〈イ〉まず地域別にみると，選択肢4(D)の考え)jを選ぶものは山村部が最も少なく，
平村部 ・町部 ・部市部とすすむにつれて多くなっている。けれども〔問2)の実践につ
いてみると，とれとは逆の傾向を示し，都市化の根度の高い地域ほど意識と実践のずれ
が顕著にみられる。
(ロ〕つぎに視程別!とみると，全般的に意識と実践のずれは全日制に顕著にみられる ζ
と，全日制の中では，選択肢4(D)の宅:え方を議ぶものは農業課程に最・も多く，その
意識と実践のずれも農業課穂に島も顕著である乙と走どが指抗される。
第 10表の 2(児童生徒〉
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(5 )地域別・隼代前・謀程前父母の比較(第凶表のめ
(イ〉まず地域別にみると，都市部は他の地域と異なり選択肢4 (D)の考え方を選ぶも
のが第1位を占めているとと，話識と実践のずれは山村部に最も顕著であるとと，選択
肢，2(B)の「おかあさんが遊び!と行かないほうがいいと言うのだから s遊び!と行かな
い。 jというものが町部と都市部に比按的多いととなどが指擁される。
(ロ〉つぎに年代別にみると， 選択肢3 (0)の考え方を選ぶものは40代がピークをな
ιているとと， 選択肢3(0)のよう左行動をとるとするものは年代が進むにつれて明
大しているととなどが指摘される。
ひっさいごに課程別にみると， 定時制では撰択肢3(C)の行動を選ぶものが最も多い
のに対し， 全ヨi憾では選択肢4 (D)の行動を選ぶものが最も多くな っている.
- 59 ，_，; 
第10表の 3:(父母)
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(6 )学校段階別・年代別・課手訪日教師の比較〈第 10表のむ
〈イ〉まず学校段階別にみると， 選択肢3 くC)の考え方を選ぶものは中 ・高等学技に目
だって多いが， その意識と実践のずれも中 ・高等学校に呂だっ，-C顕著なとと， 選択肢
4 (D)の考え方を選ぶものは小学校に最も多心中 ・高学校と進むにつれて減少して
いる乙となどが指摘される。
〈ロ〉つぎに年内別にみると， 選択肢3 CC)の考え方を選ぶものは， 2(}代 ・30代 ・
- 60時
40代・ 50代と年代が進むにつれてしだい前大Lている ζと，選択肢4(D)の行!1YJを
選ぶものは 20f-t. ~O 代に多いととなどが指摘される。
ゃっさいどに部程別にみる と，選択肢3 (0)の考え方と行動を選ぶもめは定時制に目
だって多いとと，意識と実践のずれは全日制に顕著である乙となどが指摘される。
第1()表の 4(教師〉
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(7)意識と実践の相関関僚〈第11表の 1-()) 
(イ〕まず児菅生徒についてみると，容学年とも D-D~盟，すなわち怠識と実践の両面に
わたって選択肢4 (D)の。考え方と行動を選ぶものが最も多くなっている。そして，と
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のD-D型は学年の進むにつれて減少していく傾向をはっきり示していることが注目き
れるし，またC-C:'J.lJ.は学年が進むにつれ逆に増大していく傾向を示している。また意
識としては人間尊査の立場を基調とする考え方を選びながらも，実践としては事大主義
的と思われる行動をとるとするものもかなりある乙とが注目される。なお各学'if・とも意
識と実践の一致型よりも不一致型のほうがはるかに多くなっているととが注口される。
(ロ〉つぎに父母についてみると， 最も多いのはC-D型の25%で児童生1J:の場合と異
なっている。また意識と実践の不一致型が圧倒的に多く， C-B型 .D-13型.C-E 
型・ D-~型等を合計するとかなりの数に達する ととが注目される。
しっさいどに教師についてみると，児童生徒ぞ父母の場合と異なり，人間的;軍の立場を
基、仰とする考え方と行動に昔:識と実践がー致している CーC型が最も多くて32%も占
めているし，絵体的にも意識と実践の一致型のほうが不一致型より多くなっているとと
が注『される。
館 11表の 1(小 5) 第 11表の 2(中 1) 
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3 調査結果の考察
(1 )以上の結果をどく大まかに要約すると，現代社会の多くの人 は々， 調査開館(3) 
のような問題場面においては，個人が寓する家の社会田とか家柄によって人間を差別的に
取扱うbいうととはほとんどなく，あくまでも・4 倒の人間として，相手の人格を郡霊しつ
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• 
、
• 
つ:交際していくととを道徳的に最も価値高いものとしていると結社づけられる。家が食し
いとか，評判の悪い家であるとか，家柄が惑いとかの理由によって，その家の子どちを仲
間はずしにしたり，からかったりするというととはほとんどないというようにとの制査結
果から判断されるのである。けれども，とれ'とは逆の事実は，われわれの身辺にも少なく
ないようであるし，ほた研究協)J学校から集った道徳指導の実践記録の中にも，乙れらの
点~;:~ているものがかなりあった。
(2 )そとで煮えられるととは，子どもたち同志の遊びという問題は，家柄とか家の社会
階層的地位との結びつきがきわめてうすく，現実の生活に密産した切実さをもって迫る問
題でないのではないかと考えられるのである.家柄とか家の社会階層的地位がするどく人
々の意識にのぼってくる問題ほ，子どもたち同法;の遊びというような生活場面にあるので
はなくて，たとえば，結婚の際の綜組みの問題とか，部落における政治ヤ経済の問題のご
とく.人生にとってs あるいはまた，家そのものの存続にとって軍大な意味をあ、びている
生活場面の問題であると考えられる。とのような問題についての窓識と行動には， r家」
というものの霊庄はかなり強く，そして，それは都市よりも盛・山・漁村にお、いてより強
いとみてきしっかえないのではなかろうか。なぜならば，研究紀要第15集ならびに16集
で詳しく述べたように，農村社会における札会構成の基本単位は，どちらかといえば自由
平等な「個人Jではなく，部落社会の階層的秩序の中にがっちりと組みとまれている「家J
であるからである。乙れらの点を今後さらにつっとんで調査研究してみる必要があるであ
ろう.
( 3)つぎに主として指導tの立場から若干の考察を選択肢どとに加えてみよう。まず選 | 
択技3 (C)の「とし子さんはりっぽを友だちだからと言って，遊び};:行く o Jという考
え方と行動を選ぶものに対しては，そのような考えに基く行動をとろうとする場合，現実
にかなり有在するであろういろいろな障壁を彼自身の体験ぞ追体験を遇して具体的に考え B 
させ，それらを克服してい乙うとする意欲を培うとともに，一方また母の現在のおかれて
いる立場を理解し，彼女が長い人生経験の過程を経て到達した考え方をも尊重しながら，
母の言う乙とにも一応耳を傾けて考えてみるf温度を培い，母をも生かし，自分も生き，そ
-:-64 -' 
してまた泰子さんをも生かずという.むを見いださせる乙とが必要であろっ。とのような措
~1は小学校5・年ゐたりの段階で，すでにそうとう棺度可能な点地ができあがっているもの v 
と調査結果から判断される。
(4 )選択肢4CD)の「友だちの三とと家のとととは関係がないから，遊びに行く。」
という考え方と行勤を選ぶ志のに対しては，理駐!としては，あいは涯想としては筋の通っ
たものであるけれども，しかし，現実には容易に適用しがたい考え方と行動であるととを
理解させ，何がその毘因であるかを容観的に認識させるととが必要であると思われる。ま
た，母の反対を押しきって遊びに行ったととろで，決して楽しくないであろう乙とも彼ら
の具体的な経験に即しながら理解させる乙ともできるであろう。しかし，それにもかかわ
らず，友だちのととを彼の属する家の社会階層的地位に結びつけて老えるよう恋ととな
く，あくまでも一個の人間として，帯厳なる人格の所有者としってきあっていとうとする
考え方平行動をいけないととと思いζまぜるととのないよう留意したいと思う u 乙の点に
関し選択肢4 (D)の考え方と行動を支持するものが学年の進むにつれてしだいに減少し
ているととがとくに重視される。
(5 )また，選択肢1(A)の「評判の思い家に行ったために向分の家も息く忠われると
いけないから，遊びに行かない。 Jという考え方と行動を支持するものに対しては， 2誌の
電圧をはねのけて自由に友だちとの交友関係をつくりあげていける積極的走態度を，さら
に，選択肢2(B)の 「おかあさんが遊ばないほうがいいときうのだから a遊びに行かな
い・Jというように，環境に支配されて，自己の方向を見定めるととのできないものに対
しては，自己の正しいと信ずるととろに向つては，たとえ周回の反対があろうとも，それ
を打ちゃぶっていけるだけの勇気と忍耐を培っていく必要があるのではなかろうか。
(6)さらに選択肢5CE)の「ほかの友だちに忍く言われるとつまらな1、から s 遊びに
行かない。 Jという考え方ぞ行動は選択肢2 (13)の「おかあさん」が「ほかの友だち」
にかわっただけで，本質的には選択肢2く.B)の:考えよfと行動に通ずるものであるから，
他人がどのような同で見ょうとも.iEしいととはあくまでもおし進めていくという主体性
と，それによって引きおとされる結泉に対してあくまで貞伝をもっという法度を育てる必
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、安があろう。また，つねl乙他人に変な自でみられはしないだろうか，他人l乙悪く言われた
のしないだろうかというととを気にするものは，単i.J，て遊びに関する ζとだけでなく，し主.iz，;
いろな生活場面でとのような行動にf噴き，しらずしらずのうちにみずから自己を孤立化さ
せていく傾向をもつものであるから，そうした乙とのないよう留意すべきであろう。
4 調査問題 (11)
(1 1 ) 太郎君・め家は農家で豊かに生活するだけの田畑をもっています6 太郎
君はひとりむす乙で工業高等学校を出て，現在遠えの町に{主んで電気関僚の会担・の
技術者として勤めています。と ζろポ近どろ筒親が年をとったので，太郎君・に家へ
滞って家業，をつぐようにと言います。親類の人たちもそれをすすめます。けれども
太郎訴は今の仕事を続けて行きたいと思っていますので，どうしたらよいかといろ
いろ考えました。
〔問1) とんな場合いろいろな考えカがあるのですが，次の中で，たとえ実行できなく
てもいちばんよいと思うものを「つだけ選ゐで， その番号をOでかとんでくださ
'1::'0 
1 どういう仕事をするかは自分の自由なのだから，今のままで今の仕事を続けさせ
てもらう。
2 自分の好きな仕事を平める必要はないが，家からも通える近くの町に，今と同じ
仕事をさがしてa家の手つだいもする。
3 商親も親矧り人たちも s みんな太郎君が家業ーをつぐようにと言うのだから，言わ
れるようにするほうがよい。
4 今の仕事を続けるのと家をつぐのと，どちらが生活が淡にをるかを考えてからさ
める。
5 長男が家業をつぐのがあたりまえだし，先祖からの回畑なのだから，太郎君が家
業をつぐのがよい。
〔問2) ととろで，自分でよいと思ったとおりには，なかなか行えないものです。あちと
たは乙んな場合，実際にはどのように行動しますか。一つだけ選んで，その番号を次
のロの中に醤よいてください。
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5 調査結果
'( 1 )児童生徒・父母 s教師の比較(第5翻の1-4) 
(-{ )まず[問 1)すなわち意識についてみると，各層とも選択肢2 (0)の 「自分の好
きな仕事を平める必要はないが，家から適える疋くの町に今と同じ仕事をさがして，家
の手つだhもする。Jという考え方を選ぶものが圧倒的に多い。
〈ロ〉設択肢3 (B)の「荷続も類視の人たちも b みんな太郎君が家業をつぐよ うにと言
うりだから 3 言われるようにするほうがよい。 」とか，選択肢5(A)の「長男が家を
つぐのがあたりまえだし，先祖からの団側なのだから，太郊ま!が家業をつぐのがよいJ
という考え方を選ぶものは父母に比較的多い乙と，選択肢4CB)の 「今め仕事を続け
るりと家業をつぐのと，どちらが生活が楽になるかを考え・てからきめる。Jという考え
方や選択肢.1 (D)の下どういう仕事をするかは自分の自由なのだから，今のままで今
の仕事:を続けさせてもらう。 」という考え方を選ぶものが各層を適してかなりある (11
9五ないし 17%)ととが沖目される。
(ハ〉つぎに〔間2)すなわち実践についてみると，(問1)の意識の場合と同様，各層
とも選択肢2(C)の人間尊重の立場に立ち，人間的信頼感を基調とする行動を主るとJ
いうものが最も多く，教師のごときは 〔閉1)の意識よりも多くなってヤるほどであ
る。しかし，選択肢3 (n)の 「両親も親類の人たちも aみんな太郎君が家業をつく;よ
うにと言うのだから，言われるようにするほうがよい。Jとか，道択肢4 (E)の 「今
の仕事を続けるむと家業をつぐのとどちらが生活が楽になるかを考えてからさめる。」
という行動を選ぶものが各j曹とも〔間 1)の意識の場合よりかなり期大してきていると
とが注目される。
〈ニ〉さいどに意識と実践の関係をみると.各層ともかなりのずれがみられるが，ずれの
最も大きい選択肢2(C')についてみるにa 生徒は意識が実践より多いのに却し，教師
は逆に意識よりも実践のほうが多くをっている。またe選択肢2(口〕の人間尊重の立
場を基調とする考え方と行動を選ぶものは中3・高2と学年が進むにつれて増大してい
く傾向を示ており 2 その意識と実践のずれは中3のほうがかなり顕著である。なお，
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選択肢1(D)の公式論的考え方を遊ぶものは巾3より高2に多いが， (間2)の実践
としてそのような行動を支持するものは巡に中3が多く a 忠誠と'克践のずれは高2のほ
うが顕著である。
第5図の 1(中3)第5図の 2(高2)第5図の3(父母) 1.ifs関の4C教師)
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( 2)全国との比較(第四表の1)
〈イ〉まず生徒についてみると， 波択肢5(A)の「長男が家をつぐのがあたりまえだし，
先祖からの田畑なのだから，太郎需が家業をつぐのがよい。」とか， 選択肢3 (B) 
の 「両親も親類の人たちも，みんな太郎君が家業をつぐようにと言うのだからa言われ
るようにするほうがよい。」とかいう考え方平行動を深ぶものは， 全国に比べて本県に
かなり多いのではないかと予想されたが，出了亡きた結果はほとんど差がない。また， 碍
択肢2(0)の「自分の好きな仕事をぞめる必要はないが，家からも通える近くの町に
今と同じ仕事をさ・がして，家の手つだいもする。Jという考え方と行動を選ぶものも，
全国の傾向とほとんど同じであり s 中 3~亡沿いて全国をや平下まわる程度である。
〈ロ〉つぎに父母についてみると，選択肢5(A)の考え方と行動を選ぶものヤ，選択肢
3 (B)の考え方と行動を選ぶものは， 全国に比べて本県に多く，選択肢2 (C)の人
間詐重の立場に立ち，人間的信頼感を基調とする考え方と行動を選ぶものは，反対に本
県に少ないととがはっきり現われている。
円 68.. 
.ーひっさいどに教l浦についてみると，全国との差は胞とんεみられず，選択肢2(;03を
選ぶものは意識と笑践の両面にわた ってrむしろ本県のほうが多くなっているほどであ
る。
( 3)男女の比較〈第四表の 1) 
(イ〉まず生徒についてみると，各学年とも選択肢2 (0)の人間的信頼感を基調とする
考え方と行動を選ぶものは女に目だって多いが，選択肢5(入〉の行動を選‘ぶものも女
にやや多くなっている s 、
〈ロ〉つぎに父母についてみると， 選択肢2(0)の考え方を選ぶものは女に多いがおそ
のように行動をするというものは男に多く，意識と実践のずれは女に顕著であるとと，
選択肢5(A)の考え)jと行動，選択肢4CE)の考え方と行動をを選ぶものf;j::ム-にや'
や多いととなどカt指摘される。
(ハ3さいどに教師についてみると.児童生徒平父母の場合とだいなしオ司じようにs選択司
肢2(0)の考え方を選ぶものは女に多いが，そのよラに行動するものというはむしろ
見に多くな っている。
.-6g-
F 
第四表の 1(生徒 ・父母 ・教師〉ドゴj-D 2-0 3- H 4-E 5-A 
( 1 )!< 2) ll*2) (1 *2) 
男 9% 13 52 36 。 .27 10 15 
中 一
女 10 9 60 10 8 11 1 12 22 9 19 
一一 一 一 一 一 一 一
一 計ー 11 13 56 37 7 11 17 24 9 14 一 一 一 一 一 一
全国 12 12 。59 42 ti 11 15 124 9 11 
一一一 一男 13 58 4) 4 8 16 26 も3 71 
高 一 一 一 一 一 一 一 一一女 18 10 67 54 .2 8 11 20 3 81 
ーー一 一 一
23i3 一 計' 18 ]2 62 .10 3 8 14 7 
一
組 lτ全国 16 14 62 48 3 9 16 6 
男 19 1 6 l'44 I 4;~ I 71 7 116 1 24110 17 
父 一 一 一一一一一一一 一
女 10 7 52 4.0 9 8 17 27 11 18 
一 -_. 一 一 一 一 一 一
母 計 J6 6 48 41 8 円， 17 25 11 17 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
全国 14 7 5!l 46 5 6 19 2お 7 3 
男 27 8 60 70 1 4 11 14 1 i 3 
教 一 一 一 一 1-ー 『ー一 一 一 一
女 2誕6a|i 凶陪
67 o 1 '7 10 14 I 1 I 4.
' 一 一 一一 一 一一
日必 計 8I 61 。9 1 I 5 11 14 I 1 I 3 
一一一 一一 一 一 一
全国 10 I 60 66 2 I 3 13 131 .2! 3 
(4 )地域別 ・課程別生徒の比較〈第四表の 2)
〈イ〉まず地域別にみると，選択肢2(0)の人間的霊の立場を基調とする考え方を選ぶ
ものは山村部に最も少念いが，ただし，そのように行動するというものは山村部が最も
多くなっている。また，意識と実践のずれが最も顕著なのは都市部で，平村部がとれに
ついでいる。
〈ロ〉つぎに課程別にみると a選択肢2 (0)の考え方と行動を選ぶものは全日制に多い
が，その意識と実践のずれも全日制に顕品:である.全 日制の中を乙まか くみると選択
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肢2ι(0)の蒋'え方をi忠'ぶものは家庭課程に目だって多く普通課程がとれにづいでい
る白総合・普通 ・i舗業の別では，普通部穏は選択肢2 (0)を選ぶものが去をも多く ，そ
の意識と実践のずれも普通課程において最も顕著にみられる。 . 、
第四表の2(児童生徒〉
ドミr-D 2 -0 ! 8 -R 1.1 - E 15 - A ( 1 )JC2) (r* 2)]( 1)1ω)Ic 1 )[c 2)くr*包)1
11村 3%1 (3 45 I 46 I 1] I 8 I 20 I 31 I 11 I 8 
1・h 一 一 一 一 一 一
平村 7 9 55 37 5 15 18 el 15 ]8 
一 一 一 一 一 一 一
町 13 1の 54 27 8 15 26 11 16 
一' 一 一 一 一 一 一 一 一 一
都市 12 16 58 35 7 14 18 22 4 1;3 
課
普民 |日 初 471 -4 9 I 12 
一一一一 一 一 一一一 一一
農 131 8 1 60 1 50 1 :2 8.1 20 2RI5112 
全程一 一 一 一 一 一 一
商 27 18 54 47 3 10 12 17 3 7 
l.U 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
f、 工 29 9 .56， 59 1 9 13 23 1 。
A 一 一 一 一 一 一 一 一 一日 、J 渇-え. 12 9 70 54 t咋J 8 9 22 3 9 
一 一 一 一 一
計 18 l~ 64 50 ;j 8 13 22 3 7 
告リ 同 総 16 12 64 47 3 7 15 28 3 7 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
r-. 普 14 15 t¥9 B 49 
昔、， 9 12 24 2 
、J
職 24 10 55 53 ぷ2 10 14 18 4 。
定 1寺制 114191腿 147141 8121 1部 r 4 1 1(~_1 
(5 ')地域別・年代別 ・課程別父母の比較(第12表の3)
(イ)まず地域別にみると，誤択肢4(0)の考え方と行動を選ぶものは町部 ・都市部に
多く，その意識と繊のずれは平村部が長声顕著である。また選択肢5CA)の「長男
が家をつぐのがあたりまえだし .jや*.Ef.からの田畑なのだから，太郎君が家業をつぐのが
;_71，_.; 
d 
よい。 Jを選ぶものも平村部に最も多‘くなづている。
〈ロ》つぎに年代別にみると ，選択肢4 (E)の行動を選ぶもめは111;:>年代ほど多く ，選
択肢5(A)の行動を選ぶものは逆に古い年代ほど多い。
(ハ〉さいどに課程別にみると ，選択肢5 (A)の行動を選ぶものは農業課程に目だって
多く ，選択肢2Ca)の考え方平行動を選ぶものは普通課程に目だって多い。
第123衰 の 3 (父母:)
子と]-D 2-0 (3) *:J与:5-'A ( 1)|(2) く1)!c 2)
山村 部 16% 7 47 40 8 7 15 27 14 ]9 
ト一一 一 一 一 一 一 一 一
']7.村 部 11 5 46 32 9 10 15 25 1δ 25 
一 一 一 一 一 一
町 部 15 6 52 43 5 5 17 24 n 21 
一 一 一 同-- 一 一 一 一
都市部 15 6 5] 46 9 6 18 27 7 13 
一 一 一 一 一 一 一 一 一
30代以下 ]5 7 48 44 6 6 17 ']，7 11 14 
一 一 一 一 一 一 一 一
40 代 15 5 49 40 6 7 18 26 10 18 
← 一 一 一 一 一 一 」ーーーー一
50代以上 15 8 47 42 1盛 7 13 22 n 19 
虫Iヨ色 22 11 ε1 巧O 2 品 20 25 4 10 
課 一 一 一 一 一 一農 19 基 36 t32 13 11 15 2'3 12 25 
会 一 一 一 一 一ー 一手呈 商 19 ]0 50 37 7 10 16 31 8 11 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
l.1J 二[ 14 7 40 4~ 22 5 lf) 30 11 12 
一 一 一 一 トー ・ー 一 一 一 一
日
，.. 
家 J5 8 53 48 3 7 22 23 '6 15 Iヲ、d〆 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
計- 20 8 47 43 7 .司' 18 26 ，7 14 ， 
市j 同
首丞 18 8 53 48 4 7 18 !l3 6 ;3 
r、 普 21 10 53 49 2 A-:J ， 19 30 4 9 B 一、._/ 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一
職 18 7 42 36 13 9 15 '27 10 21 
定時制 I ~n 110 I 49I 421 .6 1 7 r 20 I 25-j-6f 13 
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(6)学校段階別・年代別・課程別教師の比較(穿112表の4)
(イ〉まず学校段階別にみると選択致2(0)の考え方と行動を選ぶものは小・中学校に
多く，高等学校l~少ない。
(コ)つぎに年十切Jlにみると s選択肢2(0)の考え方と行動を選ぶものは20代・ 80代
に目だって多く， 40代・ 50代と進むにつれて減少している乙と， 40代 ・50代では選
択肢1 (D)の「どうし子う仕取をするかは自分の問由だから ，今のままで今の仕事を続
けさせてもらう」という考え方と行識を選ぶものが多いととなどが指摘される。
かっ さいどに課理別にみると， 選択肢3 (0)の窓;識と実践のずれが全日命Ijに顕著:であ
るとと，選択肢2 (0)の考え方と行・勤を選ぶものは農業課程に目だって少ない乙と念
どがj出荷される.
r 
-73 -
， 
第12表め4(教官)
法え 1一DI 2-0 I 3-D I 4-E 1日
(1)1向 I(叶戸∞|(1)1<可2) 1(1) I (2) 1 (町(2)
小学校 12叫10r 5gJ6~J~ _L6~111 _1~ I 01 4 
|中学校 I2 I 71 63172 11 I 3111 114 1 1 I 3
高等学校 1 27 111 I 52 I 61I ~ J :5 15 j 17I 3! 5 
2 0代 12行I8 I 63) 68I 1I 61 9 ]15I 1I o 
3 0代 12 I 81 6!l [67 I 11 :)111 11311 1 fi 
4 0代 136I 91 50 1 u8 I 3I 311115 I 0I 2
。代 184 r 17I 45 I 62I 0[ 3 11714 [ 0 I R 
普120I 8150 1_6:1 3 I 9I 12T141-4 f4
誤 濃いoI 41 37; 57 I 4I :5 I 23Iぉ1518 
全 程男IJ 高|釘1131吋60I 21 2 1 1 3~ I ~l I 0I 4r、
日
土ェ1281叶ぉJI 62 I 1I .117116 I 31 7 
計1~S 1川49I 621 3 1 R 6 17I 3I 6
総1219 I (30 57I 2I 313118 1 2 1 4 
:普|鈎I8[州4f8 ] 9 11 2 ド~;
U 轍 L2~ ~1_! 49 ! 61 I~ I 4181 ]913 ] 7
定時制 132121561631 0 I 3110171 2 I 4
( 7)意識と実践の相関関係(第13表の1..4) 
〈イ)まず生徒についてみると，各学年ともc-o型，つまり意識と実践の両面にわたっ
て選択後2(C) (j;_人間尊重の立場を基調とする考え方と行動をー殺して選ぶものが最
も多く，しかもそれは学年が進むにつれて増大していく傾向を示している。しかし，
C-E型やC-A整もかなりあり，総体的に忠誠と実践の不一致型が一致君臨より圧倒的
に多いことが注目される。
〈ロ〉つぎに父母についみると，生徒の場合と同様にQ-C型が最も多 いが J C-E 
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型が14%もあること， 意識と築践の不一致型が圧倒的に多いととなどが注1目される。
vっさいどに教師についてみると. C-c型が ~5 %も占め，D-C型がとれにづいで
多<19 %となっている。意識と実践の一致 ・不一致の関係を総体的にみると， 生徒や
父母:の場合と異なりー致~~のほうが圧倒的に多くなっている。しかし，教師において.も
E~E!'t~・。 -E型・ O-:B型等がかなりみられる乙とが注目される。
〈中 3) 第 13表の2 C高 2) 
(父母〉 (教師〉
一τ5-
， 
. 
9 
~ . 
6 調査結果の考察
( 1 )長子優先の包括的(:t-J続首!lIi，直系的立父長的家政制度の骨併であって I .老後に
る親の扶売の問題ともからみあい，するどく意識にのぼってくる問.ltIDであると考えら
調査問題 (11)は家業の相続という側町からとの間切についのむ締的価航観をさ々は，ぐ
ろうとしたものであるが，以上の~}:呆をごく大まかに嬰約すると，現代社会の多くのI
I自分の好きな仕事をぞめる必要はないが，家からも;国える近くの町に，今と同じ仕事を
ざがして家の芋つだいもする。 Jという身え方と行動をJ'lJ:も道徳的に価値商いものと
しているとづけられる。つまり，偲人と家，白己と他人をともに同なさせるような遣を道
徳的に最も価制i高いものとしているのであって， rどういう仕官をするかは円分の|与酎ぎ
のだからjとして，家業のととや年とった雨明.のζ とをいっさいかまわないという考え主
ぞ行動_，r長男が家をつぐのがあたりまえだし，先机からの田J:U1なのだからJとして，太
君が家業をつぐのがよい」という純舗な「家」中心の荷え方平行動を党ぶものはきわめて
少ないのである。
思うに~己を生かすζ とが同時に地人を生かす乙とになり，他人をrr.かすととがとりも
なおさず自己がよりよく4:きる ζとになるという道を発見し，それに向って進むというこ
とが最も道梅的左ありJにかなっていると考えられる。とうした点からみれば，以上に述
B ベたごと き現代社会の多くの人々の道徳的価値観の一般的傾向は，まととに望ましいもの
であるといえるであろう。
(2)しかし，現実を客観的にみつめた場作に果してどうであるかという疑問はいぜとL
て残る。「家Jのために個人がその正吋な人間的要求さえも殺さなければならないという
事実は，現実にはかなり広範囲にみとめられるのではなかろうか。そして，手どもたちも
案外 「そういうものなんだJ， rいなしかたのないもんだ」と締めさ勺ているととのほう
がむしろ事実に近いのではあるまいか。とれらの点を深くっつとんでみて，子どもたちの
内に成長しつつある正しい人間的要求と「家」の重圧との相互関係・，そ乙における彼らの
悩みや苦しみ，希望ぞ理程!などを総合的・カ動的にJ'巴;卸していくととが今後の伊ヂ課題と
なるであろう。
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と3)つぎに主として指導上の立j若から若干の考察を選択肢ごとに加えてみる ζ とにす
る。まず選択肢2(<1)の 「日分の好きな仕弔を平める必要はないが，家からも通える近
くの町に，今と間じ仕事をさがして，家の手つだいもする。」という考え方と行助は，白
色を生かすとともに，親平家の乙とをも考え，親も自分も共々に生かしていとうとする白
血敬愛の人間尊重のょに立ったI.::J覚的な行動態度であると思われるので，理想と現実の自
己と他をつねに総合的・統一的に抱握してい乙うとする態度をいっそう助長させていきた
い。調査結果からみて，とうした指導はとくに中学校3年あたりで必裂であると判断され
る。
(4 )選択肢1(D)の「どういう仕事をするかは自分の自由なのだから，今のままで今
!t仕事を続けさせてもらう。」という考え方と行動を支持するものに対しては，路氏夏fの
わり主主論だけで割りきらず，もっと現実に目を向けさせるような指導，もっと人間味のあ
る弾力的な考え方と行動の仕方を身につけさせるような指導が望まれる。しかし，それが
ために，ょうやく成長してきた自我の独立意識をくじくような ζとがあっては左らいであ
号うs
ぐ5)つぎに選択肢5 (A)の「長男が家をつぐのがあたりまえだし，先祖からの田畑な
のだから，太郎君が家業をつぐのがよい。 Jとう考え方と行動についてはどのように考え
込ら!よいであろうか。乙のような考え方と行動が，必ずしも 「根本的に民主主義道徳の成
長在妨げているJものとはいえないけれども，少なくとも伝統的を直系的家父長的家鉄i!?リ
変をその根底において支えてきた考え方と行動であるとみてさしっかえないであろう。し
た添って b とうした考え方と行動を支持するものに対しては，その基調をなしている社会
的・謡済的・文化的な条付に回を聞かせると同時に，いつまでもそのような行動態度では
民主的で明るい家庭ぞ社会の建設は望めず，ひいては自己自身め幸福もありえないととを
具体ゅに指導する乙とが必要なのではあるまいか0 とうした指導は，高2よりも中 3段階
で特にJ]を入れる，主要があると調究結果から判断される。
:S' )また，選択肢3CB)の「雨竺弘司も親類の人たちも sみんな太郎が家業をつぐようにと
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言うのだから，言われたようにするtほうがよい。 Jという考え方と行動を支持する志の止
対しては，両親ペコ親類の人たちの言うととにも大いに王子を傾ける乙とはもとよりたいせづ!
在乙とであるはれども，同時にまた自己の主体性を確立する♂というととがいカ3にたいせ乎
左乙とであるかを理解させ，もっと自己を確立し，白分の考えをはっきりもたせるよう掛
噂する必要があるであろう。とうした指噂もrT3段階で特に霊視されベるきであると判断
される。
(7)さいどに選択肢4伺の「々の仕事:を続けるのと家業をつぐのと，どちらが生J
が楽になるをを考えてからさめる。」という考，え方と行動は.5つの選択鼓の中では最も
功利的・打算的な要素の濃厚なものであるが，しかし，それが功利的・打算的であるがゆ
えに一概に批判さるべきものではもとより左い。むしろ，生活の安定というととは人間生
活の土台であり，特にわが国のような貧しい社会にあっては， 物質的・経済的情値を重ん
ずるととはきわめて必要な乙とであるとも考えられる。けれども，生活の安定というとど
を単に物質的，経済的な観点から考えるのみでなく，社会的， 精神的な商からも考えさ
せ，社会生活はつねに人間的信頼感を基調とする相互依存的なものでなければならず，ぞ
の中に真に人間としての生きる喜びぞ価値を見いだすような帰導が望まれるであろう。乙
うした指導は.中3段階でも高2段階でもそうとう力を入れる必要があると判断される。
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